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序

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

1
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
（

2
）

　
「

既
に

吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
」

「

吉
蔵
の

成

仏
不

成
仏
観
（

二
）

」

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

3
）

「

吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

三
）

」

と

題

し

て
、

吉
蔵
（

五

四

九
−

六

二

三
）

の

成
仏
不

成
仏
観
を

論
述
し

て

来
た

。

そ
の

内
容
は

、

 

五

千
の

増
上

慢
と

決
定
の

増
上

慢
は

不

成
仏
で

あ
る

が
、

 
こ

れ

以
外
の

常
不

軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
を

含
む

他
の

二

乗
は

全
て

い

つ

れ
か

は

成
仏
す

る

事
、

 
成

仏
す
る

為
に

は
、

一

切
衆
生
悉
有
仏
性
に

相
応
す
る

正
因

仏
性
の

上
に

、

更
に

発
菩
提
心
の

縁

因
仏
性
を

満
す
事

、

 
五

千
の

増

上

慢
等
が

成

仏
出
来
な

い

の

は
、

こ

れ

ら
の

二

乗
に

も

成
仏
可
能
な

正

因
仏
性
が

あ
る

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

法
華
教
を

信
ぜ

ず
、

縁
因
仏
性
で

あ
る

菩
提
心
を

発
し

よ

う

と
し

な
い

か

ら
で

あ

る
。

　
所
で

奥
野

光
賢
氏
の

「

吉
蔵
の

『

法
華
論
』

の

依
用

を
め

ぐ
っ

て

i

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

4
）

特
に

四

種
声
聞
授
記
を

中
心
に

ー
」

の

論
文
中
で

、

私
の

五

千
の

増
上

慢
等
不

成
仏
説
に

対
す

る

否
定
と

思
わ

れ
る

内
容
が

提
示

さ

れ
た

。

私

駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
第
十
九

號
　
昭
和
六

十
三

年
十
月

の

「

吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏
観
（

三
）
」

の

内
容
は、

奥
野
説
に

対

し

答

え
て

い

る

も
の

と

考
え
て

い

る
。

但
、

私
の

論
文
は

、

奥
野
論
文
を

参

照
す
る

以
前
に

書
い

た

も
の

で
、

奥
野
氏
の

反
論
に

対
応
し

て

書
い

た

も
の

で

な
い

。

こ

の

為
充
分
に

答
え
る

内
容
と
な
っ

て
い

な
い

所
も

あ

る
。

又
私
が

吉
蔵
に

不

成
仏
説
が
あ
る

事
を

主

張
す
る

事
に

よ

り
、

玄

奘
（

六

〇
ニ

ー
六
六

四
）

の

新
訳
中
の

不
成
仏
説
の

経
典
に

接
し

て
、

は

じ
め

て

法
相
の

不

成
仏
説
が

成
立
す
る

、

と

云
う

横
超
慧
日

博
士
の

説

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

5
）

と
、

対
立
し

て

し

ま

う

事
に

も

な

る
。

奥
野

説
に

対
す
る

不

充
分
な

内

容
を

補
う

と

と
も
に

、

法
相

以
前
に

ど
う
し

て

三

論
に

不

成
仏
の

考
え

が

成
立
す
る

の

か

を

含
め

、

以

下
論
述
す

る
。

吉
蔵
の

二

説
容

認

に

関
す
る

補
足

ま

ず
第
一

の

奥
野
論
文
に

対
す
る

私
の

反
論
は

、

今
回
考
察
を

試
み

た
四

種
声
聞
授
記
の

問
題
に

関
し

て

も
、

吉
蔵
は

二

つ

の

相
い

矛

盾
す
る

説
を

認
め

て

い

た
と
の

印
象
は

筆
者
に

も
否
め

な
い

。

し
か

三
一

五
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吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

し
、

た

と

え
相
い

矛
盾
す
る

説
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

そ
の

ど
ち

ら
か

に

本

意
が

あ
る
と
い

う
の

が

筆
者
の

理

解
な
の

で

あ

る
。

（

奥
野

註
4
論
文

、

三

八

二

頁
下
）

と

云

う
奥
野

主
張
は

、

適
切
で

な
い

と

云

う
事
で

あ
る
。

奥
野
氏
が

、

「

相
い

矛
盾
し

た
二

説
を

認
め

る

こ

と
が

決
し

て

自
家
撞
着
で

は

な

く

吉
蔵
の

思

想
の

特
徴
の
一

つ
」

と
云

う
事
を

容
認
し

、

そ
の

ど
ち

ら
か

に

本
意
が

あ
る

と
主

張
す
る

の

は
、

拙
論
「

吉
蔵
の

唯
悟
為
宗
に

つ

い

（

6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

7
）

て
」

並
び

に

「

吉
蔵
の

無
礙
無
方
に

つ

い

て
」

の

内
容
に

よ

る

が
、

ど

ち

ら

か
に

本
意
が

あ
る

と

云

う
論
議
は

不

適
切
で

あ

る
。

　

私
が

、

吉
蔵
に

お

い

て

相
い

矛
盾
し

た
二

説
を

認
め

る

事
が

自
家
撞

着
で

な
い

と

主
張
し

た

の

は
、

そ

れ

ぞ

れ

そ

れ
ぞ
れ
の

立
場
や
場

合
等

に

よ

り
、

相
い

矛
盾
す
る

諸
説
等
が

そ

れ

ぞ
れ
成
立

す

る

と
云
っ

た

の

で

あ
る

。

例

え
ば

、

　

大
晶
に

云

わ
く、

菩
薩
は

二

諦
の

中

に

住
し
て

衆
生
の

為
に

法
を

説
く

。

有

　

に

著
す
る

者
の

為
に

は

空
を

説
き、

空
に

著
す
る

者
の

為
に

は

有

を

説

く

　

と
。

（

大
乗
玄

論
、

巻
第
一

、

大
正

蔵
四

五

巻
、

二

三

頁
上
）

と、

有
に

執
す
る

機
縁
に

対
し

空
と

説
き

、

空
に

執
す
る

機
縁
に

対
し

て

は

有
と

説
く
と
云

う

大
品
の

文
を

引
用
し

て

い

る
。

即
ち

有
と

空
と

云

う

相
い

反
す
る

二

説

は
、

空
に

執
す
る

機
縁
と

有
に

執
す
る

機
縁
と

に

そ

れ
ぞ

れ

説
か

れ

る

か

ら
、

有
と

空
の

相
い

矛
盾
す
る

二

説
は

自
家

撞
着
と
な

ら

な
い

と

説
い

た

の

で

あ
る

。

　

先
の

拙

論
「

吉
蔵
の

唯
悟
為
宗
に

つ

い

て
」

「

吉
蔵
の

無
礙

無
方

に

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一

六

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

8
）

つ

い

て
」

或
は

「

吉
蔵
の

索
車
義
に

つ

い

て
」

を

論
述
し

た

大
き
な

目

的
の
一

つ

は
、

吉
蔵
が

、

三

車
説
も

四

車
説
も
と

も
に

認
め

る

事
が

、

自
家
撞
着
で

な
い

事
を

証
明
す
る

為
で

あ
っ

た
。

即
ち

菩
薩
の

立

場
で

は

三

車
説
が

、

廻
小
入

大
の

声
聞
の

立

場
で

は

四

車
説
が

成
立

す
る

と

述
べ

た

の

で

あ
り

、

た
だ
一

つ

の

立
場

、

例
え
ば

菩
薩
の

立
場
に

お

い

て

三

車
も
四

車
も
成
立

す
る

と
云
っ

た

の

で

は
な

い
。

こ

の

三

車
四

車

を

例
に

す
れ

ば
、

　

復
有
二

四

句
噛

一

者
権
而
非
レ

実、

謂
二

乗
也

、

二

者
実
而
非
レ

権
、

今
日

一

　

乗
也

、

三
亦
権
亦
実

、

昔
日
三
中
之
大
乗
也、

非
ソ

無
二

仏
乗
道一

故

実
、

但

　

昔
説
レ

之
未
尽
故

権
、

四

非
ン
権
非
レ

実、

即

是
諸
法

寂
滅
相
不

可
以

言

宣
、

　

泯一一
上
三

句一

也
、

（

法
華
玄
論、

巻
第
六

、

大
正

蔵
三

四

巻
、

四

＝
一

頁
中
）

と
、

 
権
而
非
実
は

小
乗
教

、

 
実
而
非
権
は

法
華
の

教
’

 
亦
権
亦

実
は

、

法
華
以

前
の

般
若
教
や

維
摩
教

、

 
非
権
非
実
は

、

中
道
の

教

え

の

事
で

あ
る

。

こ

の

内
三

番
目
の

亦
権
亦
実
と

は
、

般
若
教
や

維
摩

教
が

真
実
の

教
で

も

あ
り

、

又

方
便
の

教
で

も
あ

る

と
云

う
意
味
で

あ

る
。

即
ち

、

　
（

前
略
）

、

後
の

二

教
は

並
に

是
れ
大

乗
な

り
。

即
ち

是
れ

真
実
の

教
な

り
。

　

但
真
実
の

教
を

籍
っ

て
一

乗
に

悟
入

す
。

故
に

真
実
の

教
を
以
て

法
華
に

入

　

る
の

方
便
と

す
る

な

り。

（

法
華
義
疏、

巻
第
七

、

大
正

蔵
三

四

巻
五
五
二

　

頁
下

ー
五

五

三

頁
上
）

と
、

般
若
と

維
摩
の
（

後
の
）

二

教

は
、

で

あ
る

。

或
は

、

大
乗
教
で

あ
る

か

ら

真

実
の

教

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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華
厳
よ

り
以
後
は

、

此
の

品
の

始
終
の

意
に

依
る

に
、

凡
そ

四

教
あ
り

。

廻

小
入

大
の

人
を

調
伏
し

、

方
に

仏
慧
に

入
る

こ

と

を

得
せ

し

む
。

（

前
同、

大
正

蔵
三

四

巻
五

五

二

頁
下
）

と

あ
る

ご

と

く、

般

若
教
等
は

真
実
の

教
で

あ
る

が
、

同
時
に

廻
小
入

大
の

声
聞
を

調
伏
し
一

乗
に

悟
入
さ

せ

る

為
に

は

方
便
と
も

な

る
。

即

ち

般
若
等
は

真
実
教
で

も
あ

り

又

方
便
教
で

も
あ

り
、

或
は

権
で

も

あ

り

又
実
で

も
あ
る

の

で

あ
る

。

こ

の
一

つ

の

教
が

権
と
な
っ

た

り

実
と

な
っ

た

り

す
る

対
象
が

、

　

三

亦
漸
亦
頓、

則
大

品
教
也

、

為
二

菩
薩一

説
二

大
品
→

大
品
於
二

菩
薩一

為
レ

頓、

　
（

中
略
）

、

而
命
二

小
乗
人一

説
二

於
大
法
→

為
下

入一一
一

乗一

方
便
亠

故
、

於
二

小
乗

　

人一

名
為
γ

漸
也

、

（

法
華
遊
意

、

大
正

蔵
三

四

巻
、

六
四
四

頁
下
ー

六

四

五

　

頁
上
）

と
、

般
若
教
等
の

大
乗
の

真
実
教
は

菩
薩
に

対
応
し

、

又
そ
の

真
実
の

教
を

以
て

法
華
に

入

る

の

方
便
と
も

な
る

。

そ
の

方
便
と

な

る

対

機

が
、

小
乗
人、

即
ち

廻
小
入

大
の

声
聞
に

相
応
す
る

。

　

以
上
の

様
に
一

つ

の

般
若
教
が

、

権
で

あ
っ

た

り

実
で

あ
っ

た

り

と

云

う

様
に

、

相
い

矛
盾
す
る

説
が

と

も
に

成
立

す
る

の

は
、

菩
薩
と

声

聞
の

そ

れ
ぞ

れ
の

立
場
か

ら
主

張
す

る
の

で

あ
り

、

こ

の

為
に

吉
蔵
に

お
い

て

三

車
四

車
を

説
く
事
が

矛
盾
で

な
い

と

論
述
し

た
の

で

あ
る

。

も
し

吉
蔵
が

、

菩
薩
と

声
聞
に

対
応
さ

せ

ず
に

、

同
一

立
場

条
件
等
の

み
に

立
っ

て
、

三

車
も

四
車
も
成
立

す
る

と
云

う

な

ら
ば

、

そ

れ
は

ま

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　（
9

）

さ

に

自
家

撞
着
で

あ

る

と

云
う
事
に

な

る
。

吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

　

所
で

話
を

奥
野
説
に

も
ど

す
と

、

奥
野

説
の

「

し

か

し
、

た

と

え

相

い

矛
盾
す
る

説
が

あ
っ

た

と
し

て

も
、

そ
の

ど

ち

ら
か

に

本

意
が

あ
る

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

10
）

と
い

う
の

が
筆
者
の

理

解
な

の

で

あ
る
」

と
云

う
結
論
は

、

そ
れ

ぞ
れ

そ

れ
ぞ
れ
の

立
場
や

場

合
等
を

明
確
に

検
討
論
証
せ

ず
に

、

断
を

下
し

た

所
に

不

適
切
で

あ
る

と

指
摘
す
る
の

で

あ

る
。

奥
野
氏
が

、

　

な
ぜ

な
ら、

吉
蔵
の

基
本
的
立
場
は
、

縁
・

正
二

因
の

仏
性
導
入
に

よ

る

法

　

華
に

お

い

て

の

一

切
皆
成
仏
思
想
だ

か

ら
で

あ
る

。

し

た

が
っ

て
、

こ

の

立

　

場
か

ら
は

基
本
的
に

「

五

姓

各
別
」

説
は
認
め

ら
れ
る

わ

け
が
な
い

の

で

あ

　

る
。

（

註
4

論
文

、

三

八

〇
頁
下
）

或
は、

　

か

か

る

基
本
的
立
場
に

立
つ

吉
蔵
に

お

い

て、

「

五

姓
各
別
」

説
が

容
認
さ

　

れ
る

も
の

で

な
い

こ

と
は

容

易
に

推
知
さ
れ
る

で

あ

ろ

う
。

（

註
4

論
文

、

　

三

八
一

頁
下
ー

三
八

二

頁
上
）

と
、

私
の

五

千
の

増
上
慢
等

不

成
仏
説
に

対
し

、

全
く

否
定
と

受
け
と

れ
る

内
容
を

主
張
さ

れ
た
一

方
、

「

そ
の

ど

ち

ら
か

に

本
意
が

あ

る

と

い

う
の

が
筆
者
の

理

解
な
の

で

あ
る」

と

云
う

結
論
を

主

張
さ

れ
た

。

奥
野
氏
の

云

う

基
本
的
立
場
と

、

私
の

そ

う
で

な
い

立
場

を

明
確
に

区

別
論
証
さ

れ
、

そ
の

上
で

ど

ち

ら
の

説
が

本
意
な
の

か

を

論
証
す
べ

き

で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
。

そ

う
で

な
け
れ
ぽ

、

奥
野
氏
は

不

成
仏
説
を

否
定
し
つ

つ

尚
且

つ

両
説
を

認
め

る

内
容

と
な

り
、

奥
野

説
こ

そ
自

家

撞
着
と
な
っ

て

し

ま

う
か

ら
で

あ
る

。

　

こ

の

点
に

関
し

て

は
、

「

吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏

観
（

三
）

」

中
で

論
証

三
一

七
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吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

し

た

り
、

又
以
下
論
証

す
る
ご

と

く、

吉
蔵
は

、

一

切

皆
成
仏
思

想
を

正

因

仏

性
に

対
応
さ
せ

た
。

又
一

方
で

は
、

法
華
を

信

じ

菩
提
心

を

発

し
て

縁
因
仏
性
を

満
足
す
る
か

し

な

い

か

に

よ

り
、

成

仏

或
は

不

成
仏

に

も

な

る

と
主

張
し

た
。

こ

の

為
奥
野
説
は

私
の

云

う

正

因
仏
性
の

面

に

立
っ

て

の

み

私
の

不

成
仏
説
を

否
定
し
て

い

る

事
に

な

る

と
思
わ

れ

る
。

増
上

慢
の

成
仏
と

不

成
仏
の

二

説
を

容
認
し

な
が

ら
、

五

千
の

増

上
慢
等
成
仏
説
が

本
意
と
一

方
的
に

主
張
す
る

の

は
、

正
に

奥
野
氏
の

個
人
的
理

解
で

あ
り

、

吉
蔵
の

本
意
と
は

異
な

る
。

二

　
決

定
声
聞

、

無
発
菩
提
心

に

関
す
る

補
足

　

第
二

の

奥
野

論
文
に

対
す
る

私
の

反
論
は

、

　

（

前
略
）

作
仏
す
る

た
め

に

は

基

本
的
条

件
が

必

要
と
な

る
。

そ
の

条

件
を

　

吉
蔵
は、

菩
提
心
に

求
め

て

い

る
．

す
な

わ
ち、

菩
提
心

を
お

こ

さ

な

け
れ

　

ば

「

五

乗
同
有
仏
性
」

と
い

っ

て

も
作
仏
す
る
こ

と

は

で

き
な
い

し、

逆
に

　

菩
提
心

を
お

こ

せ

ば

五

乗
の

衆
生
は

等
し

く
作
仏
す
る
こ

と

が
で

き
る

と
い

　

う
の

で

あ
る

。

引
文
中
で

『

法

華
論
』

を

引
い

て
、

人
天
の

善
根

、

決
定
声

　

聞
は

成

仏
で

き
な
い

と
い

っ

て

い

た
が

、

前
述
し

た

観
点
に

立
つ

な
ら

ば
、

　

人
天
の

善
根
や

決
定

声

聞
も

菩
提
心
を
お

こ

せ

ば

成
仏
す
る

こ

と
が

可
能
と

　

な
る、

そ
う

理
解
す
る
の

が
自
然
で

あ
る

と
思
う
の

で

あ

る
。

（

奥
野
註
4

　

論
文、

三

七

九
頁
上

−
下
）

と
云

う
奥
野
主

張
は

、

誤
り
で

あ

る

と
云

う

事
で

あ
る

。

即
ち
私
の

説

が
、

五

千
の

増
上

慢
や

決
定
声
聞
は

、

縁
因
仏
性
で

あ

る

菩
提
心

を

発

し

な
い

が
故
に

不

成
仏
で

あ
る

と

云

う
の

に

対
し

、

奥
野
説
は

、

決
定

三
一

八

声
聞
等
で

も
菩
提
心

を
発
し

縁
因
仏
性
も
満
す
が

故
に

成
仏
す
る

と

主

張
さ

れ
て

い

る
。

も
つ

と

厳
密
に

云
う

な

ら
ば

、

奥
野
氏
が

「

人

天
の

善
根
や

決
定
声
聞
も
菩
提

心

を
お

こ

せ

ば
成

仏
す
る
こ

と
が

可

能
と
な

る
」

と

主
張
す

る

ま

で

は

私
も

同
じ

考
え
で

あ
る

が
、

更
に

実
際
に

菩

提
心

を

起
す
と

考
え

る
の

が

奥
野
説
で

あ
り、

そ

れ
に

対
し

理

論
と
し

て

は

そ

う
で

あ

る

が

現
実
に

は

決
定
声
聞
等
は

菩
提
心
を

起
こ

さ

な
い

と

解
釈
す
る

の

が
、

私
の

吉
蔵
に

対
す
る

理

解
で

あ
る

。

　
所
で

増
上

慢
で

も
、

常
不

軽
菩
薩
所

対
の

増
上

慢
は

、

成
仏
す
る

事

　
　
　

　
　
（

11）

は

既
に

述
べ

た
。

そ
の

理

由
は

、

こ

の

増
上

慢
は

正

因
仏
性
と

縁
因
仏

性
を

と

も
に

満

す
か

ら
と

、

吉
蔵
は

考
え
る

か

ら
で

あ
る

。

即

ち
、

　
　
「

深
く

汝
等
を

敬
う

」

と
は、

衆
生
に

正

因
仏

性
あ
る

こ

と

を

顕

す
。

（

中

　

略
）

　
　
「

菩
薩
道
を

行
ず
」

と
は

、

縁
因
仏
性
を

明
す
な

り
。

仏
性
あ
り

と

雖
も、

　

要
ず
修
行
を

須
っ

て

乃
ち
見
る

こ

と

を

得
。

　
　
「

当
に

作
仏
を

得
ぺ

し
」

と
は

、

本
と

仏
性
あ
り
て

今
復
た

因

を

行

ず

れ

　

ば
、

縁
正
の

二

因
の

義
を

具
す
る
が

故
に

成
仏

を

得
。

（

法
華
義
疏
巻
第
十

　
一

、

常
不

軽
菩
薩
品
第
二

十、

大
正

蔵
三
四

巻
、

六
一

七

頁
上

、

並
び
に

拙

　

論
註
3
論
文
一
一

八

頁
参
照
）

　
　
　

　
（

12
）

と
、

一

闡
提
の

増
上
慢
で

も
一

切
衆
生
悉
有
仏
性
と

云
わ

れ

る

正

因
仏

性
が

備
わ
っ

て

い

る
。

増
上

慢
の

中
で

常
不

軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
の

み
は

、

法
華
】

乗
の

教
え

を

聞
き

菩
薩
道
を

行
じ

菩
提
心

を

発
す

る
こ

と
に

な

る

か

ら

縁
因

仏
性
を

も

満
し

、

縁
正
の

二

因
を

具
備
す

る
か

ら

成

仏
す
る

と
云

う
の

で

あ
る

。

即
ち

奥
野
氏
の

「

人
天
の

善
根
や

決
定
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声
聞
も
菩
提
心
を

お

こ

せ

ば

成
仏
す
る

こ

と

可
能
と
な

る
」

と

云
う

、

可
能
性
の

み

な
ら

ず
実
際
に

菩
提
心
を

お
こ

し

た

増
上

慢
の

例

で

あ

る
。

　

し

か

し

私
も

、

最
初
か

ら

常
不

軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
は

、

成
仏
す

る

と

論
証
し

て

い

た

か

ら
、

今
は
こ

の

増
上

慢
は

問
題
に

は

な

ら
な
い

。

今
問
題
と

す
る

増
上
慢
は

、

五

千
の

増
上

慢

と

決
定
声
聞

の

増
上

慢

で
、

法
華
の
一

乗
を

聞
き
菩
提
心

を

発
し

縁
因
仏
性

を

実
際
に

満
足
す

る
か

し

な
い

か

が

論
点
で

あ

る
。

と
こ

ろ

が
こ

の

縁
因
仏
性

を

実
際

に
、

決
定
声
聞
等
が

お

こ

す

と
云

う

吉
蔵
の

肝
心

な

根
拠
が

、

奥
野
論

文
に

は

見
あ

た

ら

な
い

の

で

あ
る

。

即

ち
、

　

人
天
の

善
根
や

決
定
声
聞
も

菩
提
心
を
お

こ

せ

ぽ

成
仏
す
る
こ

と
が

可

能
と

　

な

る、

そ
う
理

解
す
る

の

が

自
然
で

あ
る

と
思
う
の

で

あ

る
。

（

奥
野

註
4

　

論
文、

三

七

九
頁
下
）

と
、

「

そ
う
理

解
す
る

の

が

自
然
で

あ

る
と

思
う
の

で

あ
る
」

と

云

う

願
望
と

も
思
わ

れ
る

根
拠
や

、

或
は

、

　

（

前
略
）

し

た
が
っ

て
、

以
上

を

勘
案
す
る

な
ら
ば

、

根
未
熟
の

声
聞
も
菩

　

提
心

を
お

こ

す
こ

と

に

よ

っ

て

成

仏
の

道
が

開
か

れ
る

と
い

う
理

解
が

吉
蔵

　

に

あ
っ

た

も
の

と

理

解
さ

れ
る

の

で

あ
る

。

（

前

同
、

三

八

〇
頁
上
）

と
私

見
を

述
べ

る

の

み

で
、

実
際
に

根
未
熟
の

決
定
声
聞
が

、

根

熟
し

て

菩
提
心
を

お
こ

し

た

根
拠
と
な

る

吉
蔵
の

文
の

提
示
が

な
い

。

　

奥
野
説
の

ま

ず
い

点
は

、

五

千
の

増
上

慢
も

成
仏
す

る

等
の

奥
野
説

立
証
の

根
拠
と

な

る

客
観

的
に

確

実
な

文
を

明
示
し

な
か

っ

た

以

上

吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏

観
（

四
）

（

末
光
）

に
、

私
の

不

成
仏
の

根
拠
と

す
る

文
を
論
破
も
せ

ず
、

又
触
れ

も
し

な

か
っ

た

点
で

あ

る
。

私
の

明
示
し
た

根
拠
の

文
と
は

、

　

増
上

慢
も
亦
爾
な

り
。

五

千
の

徒
の

如
き
は

破
と

会
と
を

聞
く
に

堪
え
ず

。

　

根
未
熟
な
る
を

以
て

の

故
な

り
。

常
不

軽
所
対
の

増
上

慢
は

其
の

根
已
に

熟

　
し

て

破
と
会
と
を

聞
く
に

堪
う

。

故
に

為
に
一

乗
を

説
く

な

り
。

（

拙
論
註

　
1
論
文

、

二

八

八

頁、

並
び

に

法
華
義
疏

、

巻
第
八、

大
正

蔵
三
四

巻
、

五

　
六

六

頁
上
）

と
、

五

千
の

増
上

慢
は

「

根
未
熟
な

る
」

と

述
べ

、

奥
野
説
の

様
に

根

熟
し

て

菩
提
心

を

お
こ

す
と

は

述
べ

て

い

な
い
。

根
熟
し

て

菩
提
心

を

発
す
る

の

は
、

常
不

軽
所
対
の

増
上

慢
の

み

で

あ

る
。

或
は

、

　

五

千
人
の

如
き
は

法
器
の

用
な
く
し

て
、

能
く
一

乗
を
聞
く
と

雖
も
菩
提
心

　

を

発
し

菩
薩
行
を

修
し

て

仏
業
を

紹
ぐ
こ

と
能
わ

ず
。

是
の

故
に

用
な
し。

　

（

拙
論
同

、

二

八

八

頁
下、

並
び
に

法
華
義
疏、

巻
第
三、

大

正

蔵
三

四

　

巻、

四

九
三

頁
下
）

と
、

五

千
の

増
上
慢
は

菩
提
心

を

発
し

な
い

と、

吉
蔵
は

論
述
し

て

い

る
。

奥
野
氏
が

五

千
の

増
上

慢
等
も

成
仏
す
る

と
云

う

主
張
を

な

す
な

ら
ば

、

少
な

く

と

も
私
の

根
拠
と

す

る
こ

れ
ら
の

不

成
仏
の

文
を

別
に

解
釈
し

な
お

す
か
、

或
は

私
の

こ

れ

ら
の

不
成
仏
の

根
拠
と

全
く

反
対

の

発
菩
提
心
の

根
拠
を

、

吉
蔵
の

註
釈
疏
か

ら

提
示

す
る

必

要
が

あ
っ

た
。

そ

う

す
れ

ば
、

奥
野
氏
の

「

た

と

え

相
い

矛
盾
す
る

説
が

あ
っ

た

と
し

て

も
、

そ
の

ど
ち

ら
か

に

本

意
が
あ
る
と

い

う
の

が
筆
者
の

理

解

な

の

で

あ
る

」

と

云

う

説
も

、

検
討
の

し

よ

う

が

出
て

来
る

。

　

特
に

私
が

増
上

慢
の

中
で

も
、

得
授
記
と
不

得
授
記

、

即
ち

成
仏
す

三
一

九
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吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏
観
（

四
）

（

末

光
）

る

と

成
仏
し

な
い

と
の

三

種
の

増
上

慢
の

相
違
の

文
を

明
示
し

た
に

も

か

か

わ

ら

ず
、

奥
野
氏
が

触
れ

な
か

っ

た

の

も
誤
り

の

原
因
に

な
っ

た

と

思
う

。

即
ち

、

　

増
上

慢
声
聞
有
三
二

種
人→
一

者
亦
得
レ

聞
レ
経
亦
得
レ

授
レ
記、

如
軍

常
不

軽
菩

　

薩
為
二

増
上
慢
声
聞一

説
二

法
華
経一

及
為
中

授
記
蜘

此
是
未
発
心

授

記

也
、

ゴ

　

者
不
y

得
y

聞
γ

経
不
y

得
二

授
記
→

如
下

釈
論
所
レ

出

得
二

四

禅一
者
昂

此

人

命

終

　

堕
二

無
間
獄一

也
、

三

者
得一一
髣
髴
聞一
而

不
γ

得
二

授
記
（

則
五

千
之
徒
得
レ

聞
二

　

略

説一

而
不
レ

得
レ

記
也

、

（

拙
論
註
1
論
文

、

二

八

七

頁

下、

並
び
に

法
華
玄

　

論
、

巻
第
七
、

大
正

蔵
三

四

巻
、

四
二
一

頁
下
ー
四
二

二

頁
上
）

と
、

 
常
不

軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
は

、

法
華
経
を

聞

き

授
記

を

得

る
、

 
決
定
声
聞
の

増
上

慢
は

、

法
華
経

を

聞
か

な

い

か

ら

従
っ

て

授

記
も
得
ら
れ

な
い

、

 
五

千
の

増
上
慢
は

、

法
華
経
を

聞
く
事
が

出
来

た

が

途
中
退
席
し

た
た

め
、

授
記
を

得
ら

れ

な
い

。

即
ち
三

種
増
上

慢

中
、

常
不

軽
所
対
の

増
上

慢
の

み

法
華
の
一

乗
を

聞
き

、

菩
提
心

を

発

し

授
記
さ
れ

成
仏
す
る

。

し

か

し

決
定
と

五

千
の

増
上

慢
は

、

法
華
の

教
え

を

聞
か

ず
或
は

信
じ

な
い

が

故
に

、

菩
提
心

を

発
す
る

こ

と

が
な

い

か

ら

授
記
も

さ

れ
ず

、

又
不

成
仏
と
云

う

事
に

な

る
。

　

吉
蔵
が

増
上

慢
で

も
、

常
不

軽
所
対
の

増
上

慢
の

様
に

成
仏
す
る

と

考
え

る
の

は
、

既
に

論
じ

た
ご

と

く
、

吉
蔵
の

考
え
が

「

根
性
不

定
」

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

13
）

と

云

う

観
点
に

立
っ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

即
ち

、

　

問
、

今
有
二

転
根
義喞

不、

答
、

毘
曇
是

小
乗
尚
有
二

転
根
→

大
乗
義

無
レ

右
二

　

定

性→

云

何
不
レ

転
耶、

値
二

悪
縁一
故

転
レ

利
為
μ

鈍
、

値
二

善

縁一

故

転
レ

鈍

　

為
y

利
也

、

（

拙
論
註
1

論
文
二

七
八

頁

以
下、

並

び

に
冖

法
華
玄
論、

巻

第

三

二

〇

　

五
、

大
正

蔵
三

四

巻
、

三

九
九
頁
下
）

と
、

大
乗
の

教
は

、

「

無
有
定

性
」

で

あ
る

か

ら

転
根
を

認

め
、

悪
縁

に

会
え
ば

利
根
が

鈍
根
に

な

り
、

逆
に

善
縁
に

会
え
ば

鈍
根
が
利
根
へ

と

転
根
す
る

。

常
不

軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
は

、

常
不

軽
菩
薩
か

ら
法

華
一

乗
の

教
え

を
聞
く

と

云

う

善
縁
に

会
っ

た

か

ら
こ

そ
、

転
根
し

成

仏
す
る

こ

と

に

な

る

の

で

あ
る

。

決
定
声
聞
で

も
こ

の

為
、

三

乗
の

教

え

を

保
執
す
る

こ

と

を

や
め

れ
ば

、

転
根
し

成
仏
へ

の

道
は

開
け
る

。

即
ち

、

　

問
う、

若
し

爾
ら
ぽ

、

決
定
の

声
聞
の

善
根
は

応
に

菩
薩
の

道
に

非
ざ
る
べ

　

き
や

。

答
う、

決
定
の

人
は

即

ち
是
れ

教
を

守
っ

て

小
果
を

封
執
す
れ

ば
、

　

即
ち

破
を

被
っ

て

会
せ

ず
。

若
し

転
じ
て

悟
れ

ば
、

即

ち
会
し

て

而
も
破
せ

　

ざ

る

な

り
。

（

法
華
義
疏

、

巻
第
八、

大
正

蔵
三
四

巻
、

五
六

五

頁
中
）

と、

決
定
の

声
聞
と

云

え
ど

も
、

「

根
性
不

定
」

な

る
が

故

に
、

常
不

軽
菩
薩
に

会
い

法
華
の

教
え

を

聞
く
な

ら
ば
転
根
し

、

会
三

帰
一

の

対

縁
と
な

り

う
る

。

と
は

云

え

増
上

慢
が

転
根
し

成
仏

す

る

為
に

は
、

三

種
の

増
上
慢
声
聞
中
で

論
じ
た

ご

と

く
、

常
不

軽
菩

薩
と
云

う
善
縁
に

会
わ

な

け
れ
ば

な

ら
な
い

、

こ

れ

は

『

法
華・

論
』

の
、

　

菩
薩
記

者
、

如一一
下
不

軽
菩
薩
品
中
示

現
→

応レ

知、

礼
拝
讃

歎

作
二

如
レ

是

　

言
→

我
不
y

軽
y

汝、

汝
等
皆
当
レ

得
二

作
仏一

者
、

示
气

現
衆
生

皆

有
二

仏

性一

　

故
、

（

大
正

蔵
二

六

巻、

九
頁
上
）

と

云

う

「

皆
有
仏
性
」

、

即
ち

正

因
仏
性
が
一

切
衆
生
に

備
っ

て

い

る

為
、

常
不
軽
菩
薩
が

授
記
す
る

の

で

あ
る

。
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所
で

奥
野
氏
が

、

増
上

慢
等
全
て

成
仏
す
る

と
云

う
主

張
を
し

た

最

大
の

根
拠
の
一

つ

と

思
れ

わ

る
の

が
、

『

法
華
論
』

の
、

　

言
ヨ

声
聞

人
得
二

授
記嚇

者
、

声

聞
有
二

四

種
剛

一

者
決
定
声
聞

、

二

者
増
上

慢

　

声
聞、

三

者
退
菩
提

心

声
聞

、

四

者
応
化
声
聞

、

二

種

声
聞

如

来

授

記
、

　

謂、

応
化
者、

退
已

還
発一一
菩
提
心一

者、

若
決
定
者
増
上

慢
者
二

種
声
聞

、

　

根
未
熟
故
不
レ

与
二

授
記
叫

菩
薩
与
二

授
記一

者、

方
便
令
レ

発二
菩
提

心
一

故
、

　

（

大
正

蔵
二

六

巻
九

頁
上
）

と
云

う

文
で

あ
る

。

四
種
声
聞
中

、

如
来
が

授
記
す
る
の

は
、

退
菩
提

心

と

応
化
の

こ

声
聞
で

、

決
定
と

増
上

慢
の

二

種
声
聞
は

根
未

熟
の

故

に

授
記
し

な

い
。

今
こ

れ

か

ら

問
題
と
な

る

の

が
、

「

菩
薩
与
二

授

記
｝

者
、

方
便
令
レ

発
二

菩
提
心
一

故
」

の

解
釈
で

あ

る
。

『

法
華
論
』

の

こ

の

菩
薩
と

は

常
不

軽
菩
薩
の

事
で

あ
る

か

ら
、

「

方
便
令

発
菩
提
心

故
」

の

対
機
は

常
不

軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
と
云

う

事
に

な

る
。

こ

の

『

法

華
論
』

の

四

種
声
聞
に

関
し

て
、

吉
蔵
は

『

法
華
論
疏
』

中
で

次
の

様

に

註
釈
す
る

。

　

疑

者
云

、

若
増
上

慢
声
聞、

仏
不
レ

与
二

受

記一

老、

不

軽
菩
薩
何
故

通
二

人

　

与
二

之
受
記
→

釈
云

、

仏
就
二

根
熟
未
熟一
故
与
レ

記
不
レ

与
μ

記、

菩
薩

約二

二

　

種
義回

故
所
以

与
レ

記
、

一

者
如
二

前
明一

有
二

仏
性一

故

得
レ

与
二

授
記

コ
一
者
方

　

便
令レ

発
二

菩
提
心楓

故

与
二

提
記一

也、

問、

若
爾

仏
何
故

不
下

依
二

此
二

義一

通

　

授
中

此
四

種
人
記
加

答、

以
二

菩
薩一

例
レ

仏
義
亦
得
也、

（

続
蔵
一

編
七

四

套

　
二

冊
百
九
十

九
丁

右
上
）

　

即
ち、

こ

の

吉
蔵
の

註
釈
に

よ

れ
ぽ、

決
定
声
聞
も
増
上

慢
声
聞
に

も

常
不

軽
菩
薩
は

授
記
す
る

し
、

又
仏
も
四

種
声
聞
全
て

に

授
記
す
る

吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
（
14
）

と

云

う
内
容
で

あ
る

と
云

う
の

が
、

奥
野
氏
の

主
張
で

、

私
の

不

成
仏

説
を

否
定
す

る

根
拠
で

あ
る

。

　
私
が

今
ま
で

論

述
し

て

来
た

ご

と

く
、

奥
野
氏
の

吉
蔵
の

こ

の

文
に

対
す

る

解
釈
に

は
、

二

つ

の

点
か

ら

誤
り
だ

と

考
え

る
。

第
一

点
は

、

常
不

軽
菩
薩
が

授
記
す
る

の

は
、

増
上

慢
全
て

に

授
記
す
る

の

で

は

な

い

事
で

あ
る

。

先
に

示
し

た

三

種
増
上

慢
で

云
う
な

ら

ば
、

「

亦

得
聞

経
亦
得
授
記
」

の

常
不

軽
菩
薩
が

授
記
し

た

増
上

慢
だ

け
が

成
仏

す
る

の

で

あ
り

、

法
華
経
を

聞
か

な
い

決
定
の

増
上

慢
や

、

法
華
経
を

信
じ

よ

う

と
し

な
い

五

千
の

増
上

慢
は

、

法
華
教
を

聞
か

ず
信
ぜ

ざ

る

が

故

に

正

因
門

授
記
せ

ず
、

菩
提
心

を

発
せ

ず
、

不
成
仏
で

あ
る

。

奥
野
氏

が

『

法
華
論
』

の

四

種
声
聞
の

決
定
と

増
上
慢
の

二

種
声
聞
に

対
し

、

　
一

決
定
声
聞、

二

増
上
慢
声
聞

ー
根
未
熟
の

故
に

如
来
は

授
記
せ

ず
、

方

　

便
し

て

菩

提
心
を

発
さ
し

む
る

ゆ
え
に

菩
薩
が

授
記
す

る
。

（

奥
野

註
4
論

　

文
、

三
七

五

頁
下
）

と
、

決
定
と

増
上

慢
の

全
て

に

実
際
に

常
不

軽
菩
薩
が

授
記

す
る

と
、

吉
蔵
の

授
記
を

解
釈
す
る

の

が
、

第
一

の

誤
り
で

あ
る

。

　
第
二

点
は
、

こ

の

吉
蔵
の

『

法
華
論
』

の

文
の

内
容
は

、

後
に

示

す

ご

と

く
通

記
で

あ
る

。

第
一

点
で

論
じ
た

ご

と

く

常
不

軽
所

対
の

増
上

慢
の

み

し

か
、

実
際
に

は

成
仏
出
来
な
い

の

が

現
実
と

す
る

な

ら
ば

、

「

不

軽
菩
薩
何
故
通
二

人
与
二

之
受
記一
」

や
「

若
爾
仏
何
故

　
不
下

依
二

此
二

義一

通
授
中

此
四

種
人
記
上

」

と

あ
る

ご

と
く

、

理
論
面

で

は
、

全

て

の

増
上

慢
に

も

授
記
す
る

事
が

可
能
な

通
記
で

あ
る

。

先
に

述
べ

た

三

二
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吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

ご

と

く
吉
蔵
は

、

「

根
性
不

定
」

と
云

う
立
場
に

立

つ
。

無
所
得
空
を

標
榜
す
る

吉
蔵
に

あ
っ

て

は
、

た

と

え
決
定
声
聞
で

あ
っ

て

も
「

無
有

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

15）

定
性
」

で

な

け

れ
ば

な

ら

ず
、

法
相
の

様
に

「

定
姓
」

と
云

う

固
定

的

な

思
想
は

容
認
出
来
な

い
。

現
実
問
題
と

し

て

機
縁
が

法
華
教
を

信
ぜ

ず
菩
提
心

を

発
し

な
い

と

し

て

も
、

道
理

と
し

て

は
、

決
定

声
聞
で

も

「

無
有
定
性
」

で

あ
る

か

ら
、

授
記
さ

れ

成

仏
す
る

可

能
性
が
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

常
不

軽
菩
薩
が

授
記
す
る

の

は
、

縁
因

仏
性
に

対
す
る

縁
因

門
授
記
で

は

な
く

、

通
記
の

正
因
仏
性
に

対
す

る

正
因
門
授
記
で

　

　
　
　
　
　

　
　
　（
16
）

あ

る

こ

と
は

既
に

論
じ

た
。

即
ち

常
不

軽
菩
薩
の

正

因
門
授
記
と
は

、

　

正

因
門
授
記

者、

如
國

常
不

軽
菩
薩
説
三

四

衆
皆
当一一
作
仏
h

然

此

四

衆

未レ

　

有
γ

信
二

一

乗一

心
ね

但
身
中
有
二

仏
性一

必
当
二

作
仏
→

法
華
論
釈
二

常
不

軽
品
｛

　
一

切
衆
生
実
有一一
仏
性一

故
当
二

作
仏一

也
、

（

法

華
玄
論

、

巻
第
七

、

大

正

蔵

　

三

四

巻
、

四
二

〇
頁

中
）

と
、

「

但
身
中
有
仏
性
」

と
云

う
一

切

衆
生
悉

有
仏
性
と
い

う

正
因
仏

性

が

あ
る

か

ら
授
記
す
る

通
記
な

の

で

あ
る

。

又
吉
蔵
は

「

常
不

軽
菩

薩
品
」

を

次
の

様
に

註
釈
す
る

。

　

五

に

は

衆
生
に

悉
く

仏
性

あ
り
と

説
き

、

一

乗
の

義
を

成
ぜ

ん

と

欲
す
る

が

　

故
に

此
の

品
を

説
く

。

一

切
衆
生
は

但

だ
仏
性
の

み

あ
っ

て

余
の

性
あ
る

こ

　

と

な
し

。

故
に

但
だ
一

乗
の

み

あ
っ

て

余
乗
あ
る

こ

と

な
し
。

（

中
略
） 、

今

　

明

す、

此
の

品
に

は

正
し

く
悪
人
に

仏
性
あ
る

を

弁
じ、

方
便
品
に

は
一

毫

　

の

善
皆
仏
道
を

成
ず
と
明

す
。

則
ち

知
ん

ぬ、

一

切
の

心
あ
る

も
の

並
に

仏

　

性

あ
っ

て

皆
成
仏
す
る
な

り
。

問
う、

此
の

衆
生
は

是
れ
何
等
の

悪
人
ぞ

。

　

答
う、

小
乗
を

保
執
し

て

大
乗
を

拒
逆

す
る

、

是
れ

方
等
を

謗

ず
る

人

な

三

二

二

り．

又
小
を

執
ず
る

人
は

大
乗
を

信
ぜ
ず

。

大
乗
に

於
て

信
な

き
は

是
れ
一

闡
提
の

人
な

り
、

即
ち

是
れ

極
悪
の

人
に

仏
性

あ
る

の

義、

涅

槃
と
異
る

こ

と

な
し。

（

法
華
義
疏

、

巻
第
十
一

、

大
正

蔵
三

四

巻、

六
一

六
頁

中
）

　

即
ち

、

こ

の

「

常
不

軽
菩
薩
品
」

を

説
く
の

は
、

増
上

慢
と

云

え
ど

も
正
因
仏
性
が

あ
り

、

法
華
の

教
え
を

聞
き

菩
提
心

を

発
し

さ

え

す
れ

ば
、

授
記
成
仏
出
来
る

事
を

示

す
為
で

あ
る

。

「

保
二

執
小

乗
噴

拒一一

逆

大
乗
→

是
謗
二

方
等
こ

の
一

闡
提
の

増
上
慢
で

も
、

常
不
軽
菩
薩
に

よ

り

授
記
さ
れ

る

事
を

実
証
す
る

こ

と

に

よ

り
、

他
の

決
定
や
五

千
の

増

上

慢
も

正
囚
仏
性
が

あ
る

の

で

あ

り
、

道
理

と
し

て

は
一

切
皆
成
仏
な

の

で

あ
る

。

奥
野
氏
が

根
拠
と

す
る

吉
蔵
の

『

法
華
論
疏
』

の

こ

の

文

は
、

道
理
と
し

て

は

如
来
も
四

種
声
聞
全
て

に

授
記
出
来
る

と
云

う
の

で

あ
る
が

、

現
実
問
題
と
し

て

は
、

授
記
し

よ

う
に

も
「

方
便
品
」

中

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

17
）

の

五

千
の

増
上
慢
の

様
に

退
席
し

て

し

ま
い

、

如
来
で

も
成
仏
さ

せ

る

事
の

出
来
な
い

衆
生

が
存
在
す
る

と
、

吉
蔵
は

考
え
る

の

で

あ
る

。

　
以

上
の

二

点
に

よ

り
、

奥
野
氏
の

全
て

の

決
定

や

増
上

漫
の

声
聞

も
、

授
記
成

仏
す
る

と
云

う
吉
蔵
に

対
す
る

解
釈
は

、

誤
り
で

あ
る

と

思

う
。

声
聞
に

限
ら
ず

、

人
天
で

も

正
因
仏

性
が

あ
る

も

の

の
、

「

無

聞

非
法
」

の

縁
因
仏
性
を

満
足

す

る

も
の

で

な

け
れ

ぽ
、

成
仏
は

出
来

（

18
）

な
い

。

私
が

、

吉
蔵
も
不

成
仏
を

主

張
す
る

事
に

気
付

き
、

「

吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏

観
」

を
こ

こ

ま
で

書
く
切
っ

掛
け

と
な
っ

た

文
を

次
に

示

す
。

し

か

も

奥
野
氏
も
こ

の

部
分
を

も
っ

て
、

私
の

説
に

対
し

反

論
の

根
拠
と
し

た

も
の

で

あ
る

。

こ

の

為
、

少
々

長
文
で

あ
る

が
、

以
下
記
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す
。

　

第
四
に

所
授

記
人
門
と
は

、

汎
く
得
記
の

人
を

論
ず
る
に

自
ら
三

種
あ
り。

　
一

に

は

凡
夫、

二

に

は

二

乗、

三

に

は

菩
薩
な

り
。

今
此
の

経
に

は

備
さ
に

　

三

種
の

人
に

記
を
与
う

。

此
の

三

人
は

皆
仏
性
あ
る

を

以
て

必

ず
当
に

成
仏

　

す
べ

し
。

故
に

並
に

之
に

記
す
る

こ

と

を

得
。

法
華
論
に

依
ら
ば、

声
聞
に

　

記

を

授
く
る

を

釈
す
る
中
に

四

種
の

声
聞
あ
り

。

一

に

は

決
定
の

声
聞

、

二

　

に

は

増
上
慢
の

声
聞

、

三

に

は

退
菩
提
心
の

声
聞、

四
に

は

応
化
の

声
聞
な

　

り
。

二

種
の

声
聞
に

は

仏
授
記
を

与
う

。

謂
く
応
化
の

声
聞
と

及
び

菩
提
心

　

を

退
し
て

還
っ

て

菩
提

心
を

発
せ

る

者
と

な
り
。

決
定
と

増
上

慢
と
の

二

人

　

は
、

根
未
だ

熟
せ

ざ
る
が

故
に

仏
授
記
を

与
え

ず
。

然
し

て

決
定
の

声
聞
は

　

小
乗
を

保
執
し

、

増
上

慢
の

人
は

自

ら
究

竟
と
謂
い

て

作
仏
を
信
ぜ

ず
。

即

　

ち

記
を

与
う
る

に

堪
え

ず
。

亦
破
執
及
び

会
帰
の

義
に

堪
え
ず

。

而
も
此
の

　

経
が
一

切
の

二

乗
を

会
し

て

以
て

成
仏
せ

し

む
と
は
、

蓋
し

是
れ

応
に

悟
る

　

べ

き
の

人
に

対
す
る

が

故
に
、

此
の

経
を

説
い

て

破
及
び

会
の

義
を
明

す
の

み
。

増
上
慢
も
亦
爾
な

り
。

五

千
の

徒
の

如
き
は

破
と

会
と

を

聞
く
に

堪
え

ず
。

根
未
熟
な
る

を
以
て

の

故
な
り

。

常
不

軽
所
対
の

増
上

慢
は

其
の

根
已

に

熟
し

て

破
と

会
と
を

聞
く
に

堪
う
。

故
に

為
に
一

乗
を

説
く

な

り。

華
義

疏
、

巻
第
八
、

授
記
品、

大
正

蔵
三

四

巻、

五

六
六

頁
上
）

（

法

即
ち

奥
野

氏
は

、

こ

の

文
に

対
し

、

（

前
略
） 、

し

か
し
、

筆
者
は

冒
頭
の

菩
薩

、

二

乗
そ
し
て

仏
道
に

入
っ

て

い

な
い

凡
夫
で

す
ら

、

皆
有
仏
性
で

成

仏
可

能
で

あ
り、

し

た
が
っ

て

授
記
を

得
る
こ

と
が

で

き
る
と
い

う
記
述
こ

そ

注
意
さ
れ
る

べ

き
も
の

で

あ
る

と
思

う
。

な

ぜ
な

ら
、

こ

の

記
述
こ

そ、

こ

の

問
題
に

対
す
る

吉
蔵
の

基
本
的

な

前

提
条
件
と

な
っ

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ
る

か

ら
で

あ
る

。

そ

の

う

え

で

吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

　

『

法
華
論
』

の

四

種
声
聞

授
記
に

関
す
る

問
題
に

言
及
し

て

い

る
の

で

あ
る

　

か

ら
、

そ
の

記
述
も
彼
の

前
提
条
件
に

基
づ

い

て

解
釈
し

て

然
る
べ

き
で

あ

　

ろ

う
と

考
え
る。

そ
の

際、

会
通
の

鍵
と

な
る

も
の

が

「

根
未
熟
」

と
い

う

　

表
現
で

は

な
い

か

と
思
う
の

で

あ
る

。

そ
の

理
由
は、

後
述
し

た

い
。

（

奥

　
　
　

野
註
4
論
文

、

三

七
八

頁
下
）

と

主

張
す
る

。

皆
有
仏
性
で

皆
な

成
仏
可

能
と

考
え
る

の

が
、

吉
蔵
の

基
本
的
条
件
で

あ
る

こ

と
は

私
も
認
め

る

が
、

「

五

千
の

徒
の

如

き

は

破

と

会
と
を

聞
く
に

堪
え

ず
。

根
未
熟
な

る
を

以
て

の

故
な

り
。

常
不

軽
所
対
の

増
上

慢
は

、

其
の

根
已
に

熟
し

て

破
と

会
と

を

聞

く

に

堪

う
。

故
に

為
に
一

乗
を

説
く
な

り
。

」

と
云

う

文
等
を

曲
げ
て

ま

で

解

釈
す

る

の

は
、

客
観
的
な

態
度
で

は

な
い

。

吉
蔵
は
、

仏
の

授
記
と

常

不

軽
菩
薩
の

授
記
の

相
異
に

関
し

て
、

次
の

様
に

述
べ

て

い

る
。

　

四

者、

約一

授
レ

記

人一

凡
有
乞
一

種
嚇

一

仏
授
記

、

二

菩

薩
授
記

、

如
麗

常

不

　

軽
菩

薩
授
二

四

衆
記
哨

問
、

常
不

軽
既

是
菩
薩、

云

何
乃

授
二

仏
記→

答、

菩
薩
不
レ

得
レ

授
二

却
数
成
仏
之
記
画

得
レ

授
二

通
記
一

以
画

一

切
衆
生
皆

有
二

仏

　

性一

又
無
レ

有
二

余
乗
→

唯
一

仏
乗

、

然
道
理
推
レ

之
得
『

授
二

仏
記
（

乃

至

凡

　

夫
知
レ

有
二

仏
性
一

乗
「

者
、

亦
得
レ

授
二

他
記
扁

也、

（

法

華
玄
論

、

巻

第

七、

　

大
正

蔵
三

四

巻、

四
二

〇
頁
下
）

　

即

ち
、

常
不

軽
菩
薩
が

授
記
す
る

の

は
、

先
に

論
じ

た
ご

と
く

「

通

記
」

で

あ
る

。

コ

切
衆
生
皆
有
仏
性
」

「

無
有
余
乗

、

唯
一

仏
乗
」

と

云

う

だ

れ
に

で

も
正
因
仏
性
が
あ
り

、

だ

れ
で

も
成
仏
可

能
で

あ

る

と

云

う
「

道
理
」

の

授
記
が

「

通
記
」

で

あ
る

。

凡
夫
で

さ

え
も
「

唯
一

仏
乗
」

と

云
う
道
理
が

判
れ
ば

、

他
に

授
記
出
来
る

通
記

な

の

で

あ

三

二

三
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吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

る
。

常
不

軽
菩
薩
は

道
理
に

よ

り

通
記
を

授
け

、

増
上

慢
で

も
成
仏
出

来
る

例
を

示
し

た
の

で

あ

る
。

し

か

し

五

千

の

増
上

慢

や

決
定
声
聞

は
、

コ

切
衆
生
皆
有
仏
性
」

と
い

う

様
に

道
理

と

し

て

は

授
記

さ

れ

る

事
も
出
来
る
が

、

現
実
に

は

常
不

軽
菩
薩
か

ら

も
通
記
を

得
る

機
会

が

な

く
、

従
っ

て

発
菩
提
心
の

縁
因
仏
性

を

満
さ

ず
、

不

成
仏
と

吉
蔵

は

考
え

る
。

奥
野
氏
が

正
因
門
授
記
と
縁

因
門
授
記
を

明
確
に

分
離
し

て

論
じ

な
か

っ

た

所
に

、

錯
誤
の

発
端
が

あ
る

様
に

思
う

。

三

　
吉
蔵
が

不

成
仏
を
主

張

す
る

理
由

　

第
三

の

奥
野
論
文
に

対
す
る

私
の

反
論
は

、

　

吉
蔵
が
こ

う

し
た

法
華

解
釈
を

示
す
背
景
に

は、

従
来
指
摘
さ

れ
て

い

る
よ

　

う

に、

「

諸
大
乗
経
典
顕
道
無
異
」

を

標
榜
し

て

教
判
仏
教
に

立

脚
し

な

い

　

吉
蔵
独

自
の

姿
勢
が

あ
る

。

諸
大
乗
経
典
を
価
値
的
に

平
等
と
み

な

す
吉
蔵

　

に

は
、

慧
観
等
の

五

時
教
判
に

お
い

て

浬

槃
経
が

法
華
経
よ

り

も
高
く

位
置

　

づ

け
ら

れ
て

い

た

こ

と
を

批
判
し

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

必

然

性
が

あ
っ

た
の

　

で

あ
る

。

た

め

に

彼
は

法
華
経
の

中
に

積

極
的
に

仏
性
を

認
め

て

い

っ

た

の

　

で

あ
っ

た
。

（

中
略
）

か

か

る
基

本

的
立

場
に

立
つ

吉
蔵
に

お
い

て
、

「

五

姓

　

各
別
」

説
が

容
認
さ
れ

る

も
の

で

な
い

こ

と
は

容
易
に

推
知
さ

れ
る

で

あ
ろ

　

う
。

（

奥
野
註
4

論
文

、

三

八
一

頁
下
−

三

八
二

頁
上
）

と
云

う
奥
野
論
理

は
、

一

方
的
で

あ

る

と

云
う

事
で

あ
る

。

奥
野
主

張

は
、

吉
蔵
が

諸
大
乗
経
典
顕
道
無
異
と

標
榜
す
る

以
上

、

涅
槃
経

同

様

に

法
華
教
も
仏
性
を

説
く

は

ず
で

あ
る

。

故
に
一

切

衆
生
悉
有
仏
性
を

認
め

る
こ

と

に

な

る

法
華
教
は

、

全
て

の

衆
生
に

授
記
し

皆
成
仏
説
で

三

二

四

な

け
れ
ば

な

ら

な
い

。

こ

の

為
不

成
仏
を

吉
蔵
が

認
め

る

訳
が

な
い

と

云

う
論
理
で

あ

る

と

思
う

。

奥
野
氏

は

「

か

か

る

基
本
的
立

場
」

と
云

う

前
提
を

設
け
て

い

る

か

ら
、

こ

の

立
場
が

私
の

云

う
正

因
仏
性
に

相

当

す
る

か

ぎ
り

、

全
く

誤
り
と

も

云

え

な
い

の

か

も
し

れ

な
い

。

　

し

か

し

そ
れ
で

は
、

吉
蔵
が

諸
大
乗
経
典
顕

道
無
異
と

慓
榜
す
る

な

ら
ぽ

、

不

成

仏
を

説
く
大
乗
経

典
は

ど
の

様
に

理
解

、

解
釈
す
る

の

で

あ

ろ

う
か

。

奥
野
論
法
で

も
諸
大
乗
経
典
の

中
に

、

不

成
仏
を

説
く
大

乗
仏
典
が

含
ま

れ

る

と
、

吉
蔵
は

不
成
仏
も

主

張
す

る
こ

と
に

な

る

は

ず
で

あ
る

。

所
で

吉
蔵
の

時
代
に

、

不

成
仏
を

説
く

大
乗
経
典
が

存
在

し

た

と
か
、

存
在
し

な
か

っ

た

と
か

に

か
か

わ

ら
ず

、

吉
蔵
は

、

不

成

仏
の

事
を

理

論
と
し

て

存
在
す
る

事
を

認
め

る
。

今
略
し

て

四

句
を

論
ぜ
ん

。

一

に

は

縁
覚
の

果
人

、

既
に

仏
に

値
は

ず
。

三

界
の

外
に

於
い

て

法
華
経
を

聞
い

て
、

三

を

廻
し

て
一

に

入
る

。

二

に

は

縁

覚
の

因
人、

及
び

声
聞
の

三

果、

三

界
の

内
に

於
い

て

法
華
経
を

聞
い

て
、

小
を

廻
し

て

大
に

入
る

。

三
に

は

羅
漢
の

人、

若
し
仏
に

値
う
も
の

は、

法

華
経
を

聞
い

て

界
内
に

道
に

入
る

。

若
し

仏
に

値
わ
ざ
る

も
の

は、

三

界
の

外
に

生
じ
て

法
華
経
を
聞
い

て

方
に
一

乗
を

受
く，

四

に

は

増
上

慢
の

二

乗
、

小
を

保
っ

て

大
を

拒
め

ぽ、

界
の

内
外
に

於
い

て

并
び
に
一

乗
に

入

ら

訓
。

（

中
観
論
疏

、

巻
第
八

末、

大
正
蔵
四

二

巻
、

一

二

八

頁
中
）

　

 
即
ち

、

三

界
外
で
一

乗
に

入

る
。

 
三

界
内
で
一

乗
に

入
る

。

 

三

界
の

内
、

或
は

三

界
の

外
で
一

乗
に

入

る
。

 
三

界
の

内
で

も

外
で

も
一

乗
に

入

ら
な
い

、

の

四
つ

の

場
合

分
け
を

示
す

。

こ

の

四

句
の

分
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け

方
が

、

適
切
か

ど
ら
か

は

別

と
し
て

も
、

吉
蔵
は

、

第
四

番
目
に

不

成
仏
の

場
合
を

設
け
て

い

る
。

吉
蔵
が

、

三

界
の

内
外
で

も
一

乗
に

入

る

こ

と

の

出
来
な

い

増
上

慢
の

二

乗
を
設
け

、

不

成
仏
の

存
在
を

認
め

る
の

は
、

論
理
の

上
か

ら

認
め

な

け

れ
ば

な

ら

な
い

か

ら
で

あ
る

。

　

実
は
こ

の

問
題
に

関
し

て

は
、

「

吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

二
）

」

の

結
言
で

触
れ
た

も
の

で
、

同
時
に

こ

れ
に

も
答
え
る

事
に

な
る

。

結
言

で

触
れ
た

内
容
と
は

、

横
超
慧
日

博
士
の

次
の

文
で

あ
る

。

　
一

乗
三

乗
の

権
実
と
い

う

名
を

以
て

知
ら
れ
る

中
国
の

思
想
論
争
は

、

唐
の

　

初
め

に

玄
奘
三

蔵
が

印
度
よ

り
帰
っ

て

新

仏
典
を

翻
訳
し
て

以
後
俄
然

仏
教

　

界
を
振
起
さ
せ

る

大
問
題
と

な
っ

た
。

そ

れ
ま
で

の

長
い

歴
史
の

中
で
、

経

　

論
の

伝
訳
や

義
解
の

進
む
に

応
じ

て

学
者
に

よ

り

種
々

な

る
異
論
の

提

唱
は

　

あ
っ

た

け
れ

ど

も
、

仏
教
と
い

う

教
え
は

何

人
を
も
み

な
菩

薩
の

道
に

入
っ

　

て

仏
と

な
ら
せ

る

こ

と

を
終
極
の

願
と

す
る

も
の

で

あ
っ

て、

そ
れ
が

経
説

　

の

上
で

保
証
さ
れ
て

い

る
と
い

う

信
念
は
全

階
層
に

浸
透
し

て

い

た
。

（

中

　

略
）

そ
う
し

た

普
遍
の

信
念
に

根
拠
を
与
え
る

も
の

と

し
て、

法
華
経
の

方

　

便
説
法
に

よ

る
一

乗
成
仏
説
及
び

涅
槃
経
の
一

切
衆
生
悉
有
仏
性
及
び
一

闡

　

提
成
仏

説
が

最
大
の

役
割
を

果
し
て

い

た
こ

と

疑
い

な
い
。

法
華
・

浬

槃
の

　

二

経
を

重
視
す
る

光
宅
寺
法
雲
や

浄
影
慧
遠、

天
台

智
顕、

嘉
祥
吉
蔵
ら
が

　

代
表
的

な
最
高
指
導
者
の

地
位
を

占
め

て

い

た

こ

と
が

、

そ
の

事
実
を

端
的

　

に

物
語
る

と

言
っ

て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

（

中

略
）

然
る

に

印

度
へ

の

修
学

を

　

了

え
て

帰
国
し

た

唐
初
の

玄
奘
三

蔵
が、

新
し

い

仏
典
を

訳
出
し

初
め

る

や

　

何
と

も
驚
く
他
な
い

事
実
が

見

出
さ
れ
た

。

そ
れ
に

よ

れ
ば

人
は

み

な

覚
り

　

の

可

能
根
源
と

な
る

無
漏
種
子
を
平

等
に

具
備
し

て

い

る

と
は

言
え
な

い

た

　

め

に、

す
べ

て

の

人
が
一

様
に

成
仏
し

得
る

と
は

言
え

な
い

と

し
、

浬

槃
経

吉
蔵
の

成
仏

不
成
仏

観
（

四
）

（

末
光
）

の

悉
有
仏
性、

闡
提
成
仏
説
を

根
底
か

ら
く
つ

が

え

す
説
の

あ
る

こ

と
を

知

ら
さ
れ

た
。

（

後
略
）

（

横
超

慧
日

「

法
華
経
を
め

ぐ

る

仏
性
論
争
」

『

仏
教

思
想
史
』

4
、

一

九
八
一

（

昭
和
五
六

年
）

十
二

月
、

平
楽

寺
書
店、

二

八

頁
−

二

九

頁
参
照
）

　

右
の

御
指
摘
の

内
容
は

、

 
吉
蔵
を

含
む

人
々

は
、

一

切

皆
成
仏
説

と

考
え
て

い

た

事
、

 
玄
奘
以
後、

不
成
仏
説
が

主

張
さ

れ
た

事
、

 

そ
の

理
由
は

、

玄
奘
の

新
訳
仏
典
の

中
に

不

成
仏
説
が

あ
っ

た

為
、

の

三

点
に

な
る

か

と
思

わ

れ
る

。

今
ま

で

論
述
し

て

来
た

「

吉
蔵
の

成
仏

不

成
仏
観
」

の

内
容
に

よ

り
、

吉
蔵
も
不

成
仏
を

認
め

る

事
は

了
解
さ

れ

た

も
の

と

思
う

。

も
し

了
解
さ

れ

る

な

ら
ば

、

 

と

 

は

訂
正
さ

れ
、

 
の

新
訳
中
の

不

成
仏
説
に

よ

り
、

法
相
宗
が

不

成
仏
説
を

確
立

し

た

と
云

う

理
由
は

、

根
拠
と

な

ら
な

く

な

る
。

寧
ろ
私
が

、

吉
蔵
不

成
仏
説
主

張
を
云

う

為
に

は
、

吉
蔵
が

何
故
に

新
訳
を

み

る

以
前
に

、

不

成
仏
説
を

主

張
し

た

の

か
、

こ

の

事
を

証
明
し

な

け
れ
ば

な
ら

な

く

な

っ

た
。

　

何
故
に

吉
蔵
が

、

不

成
仏
説
を

新
訳

以

前
に

主
張
し

た

か

と

云

う

と
、

二

諦
を

説
き
或

は

得
益
す
る

教
え

で

あ
る

な
ら
ば
、

全
て

の

事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
19
）

認
め

る

立

場
に

立
つ

点
が

あ
る

か

ら
で

あ
る

。

得
益

、

即

ち

成
仏
す
る

な

ら
ぽ

全
て

の

事
を

認
め

る

例
に

は
、

答
う、

論
に

は

泥
沍
法
宝
入
る

に

多
門
あ
り

と

云
い、

経
に

は

受
悟
不

同
仏

事
一

に

非
ず
と

称

す
。

或
は

音
声
に

籍
っ

て

以
て

凡
を

改
め、

或
は

黙
然
に

由
っ

て

以
て

聖
と

成
る

。

或
は

光
明
に

因
っ

て

以
て

俗
を
出
で

、

或
は

香
飯

三

二

五
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吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

　

を

仮
っ

て

以
て

道
に

入
る

。

故
に

三

業
利
縁
に

非
ざ
る
な

く
、

六

塵
皆
仏
事

　

を

な

す
。

（

後
略
） 、

（

法
華
義
疏、

巻
第
一

、

大
正
蔵

三
四

巻
、

四
五

二

頁

　

下
）

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

20）

と、

『

維
摩
経
』

「

菩
薩
行
品
」

の

内
容
等
を

経
証

と

し
、

「

三

業
利
縁

に

非
ざ
る

な

く
、

六

塵
皆
仏
事
を

な

す
」

と
、

あ
ら

ゆ
る

行
為
対
象
が

仏
事
に

ほ

か

な

ら
な
い

と

云

う
内

容
が

あ
る

。

こ

の

様
に

あ
ら

ゆ
る

こ

と

を

認
め

る

立

場
に

立
つ

な

ら
ば

、

成

仏
だ

け
を

認
め

て

不

成
仏
を

認

め

な
い

訳
に

わ
い

か

な
い

。

吉
蔵
が

成
仏
も

不
成
仏
も

認
め

る

の

は
、

基
本
的
に

は

二

諦
の

思
想
に

よ

る
。

先
に

示
し

た
ご

と

く
、

　

大
品
に

云
わ

く
、

菩
薩
は

二

諦
の

中
に

住
し
て

衆
生
の

為
に

法
を
説
く、

有

　

に

著
す
る

者
の

為
に

は

空
を

説
き、

空
に

著
す
る

者
の

為
に

は

有

を

説

く

　

と
。

経
論
に

仏
菩
薩
は

皆
二

諦
は

是
れ

教
な

り
と

明

す
。

（

大
乗
玄
論、

第

　
一

、

大
正

蔵
四

五

巻
、

二

三

頁
上
）

と

あ
る

様
に

、

相
い

矛
盾
す
る

有
と

空
を

認
め

、

有
と

空
の

二

諦
を

教

と
考
え
る

。

有
と
空
を

成
仏
と
不

成
仏
に

置
き
換
え

、

成
仏
も
不

成
仏

も
教
と

考
え
れ
ぽ

、

理

解
し

や

す
い

か

と

思
う
。

こ

れ

ら
の

内
容
に

つ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

21
）

い

て

の

詳
細
は

、

拙
論
「

吉
蔵
の

唯
悟
為
宗
に
つ

い

て
」

或
は

「

吉
蔵

　
　

　
　

　

　
　

　
（

22
）

の

無
礙
無
方
に
つ

い

て
」

と

重

複
す
る

こ

と
に

な

る

の

で

こ

れ

ら
の

論

文
に

譲
り

、

今
は

成
仏
不

成
仏
観
に

つ

い

て

の

場
合
を、

少
し

別
の

注

釈
文
に

よ

り

論
ず
る
こ

と
に

す
る

。

　
吉
蔵
が
、

全
て

の

事
を

肯
定

す

る

の

は
、

無
相
・

実
相
の
一

法
よ

り
、

一

切
の

教
え
が

出
て

い

る

と

考
え

る

か

ら
で

あ
る

。

三

二

六

　

今
明
す

、

無
量

義
と
は

凡
そ
二

種
あ
り
。

｝

に

は

実
相
の

体
、

限
量
す
ぺ

か

　

ら
ず

。

謂
く

体
無
量
な

り
．

二

に

は

実
相
の
一

法
よ

り
一

切
の

教

を

出

だ

　

す
。

謂
く
用

無
量
な
り

。

此
の

体
用
は
並
に

深
き
所
以

あ
り

。

故
に

称
し

て

　

義
と
な

す
。

問
う、

何
を
以
て

か

無
相
の
一

法
広
く
諸
教
を

生

ず

と

知

る

　

や
。

答
う

、

彼
の

経
に

説
く
が

如
し

。

始
め

華
厳
の

会
よ

り

終
り
法
華
の

前

　

集
に

竟
る
ま
で

、

若
し

は

大、

若
し

は

小、

世
間
と

出
世
間
と
の
一

切
の

諸

　

教
は、

皆
無
相
の
一

法
よ

り

出
生
す
る
所

な

り
。

（

後
略
） 、

（

法
華
義
疏

、

　

巻
第
二

、

大
正

蔵
三
四

巻
、

四

六

七

頁
下
）

　

即
ち

、

華
厳
よ

り

法
華
以
前
の

あ
ら

ゆ
る

大
乗
小
乗
の

教
え

は
、

全

て

無
相
・

実
相
の
一

法
よ

り
、

出
生
す
る

と

考
え

る
。

出

典
の

「

彼
の

経
」

と

は
、

　

無
量
義
者、

従
三

法一

生
、

其
一

法
者、

即
無
相
也

、

如
ン

是
無

相、

無

相

　

不

相
不

相
無
相

、

名
為
二

実
相噛

（

無
量
義
経

、

大

正

蔵

九

巻
、

三

八
五

頁

　

下
）

と
、

『

無
量
義
経
』

の

文
を

指
す
と

思
わ

れ

る
。

こ

の

『

無
量
義
経
』

を

説
く
意
味
を

、

吉

蔵
は

、

　

又
上
に

無
量
義
経
を

説
く
は

、

謂
く
一

よ

り
多
を
生
ず

。

即
ち

是
れ
一

法
を

　

説

く
な

り
。

（

法
華

義
疏

、

巻
第
二
、

大
正

蔵
三

四

巻、

四

六

九
頁
上
）

と
、

一

法
よ

り

多
が

生
ず
る

根
拠
を

示

す
為
と

考
え
て

い

る
。

こ

の

理

由
に

よ

り
、

「

従
二

実
相
一

法
→

出一一
一

切
教
→

謂
用
無
量
」

と

云

う

吉

蔵
の

主

張
が

な
さ

れ

る
。

こ

の

実
相
の
一

法
の

体
よ

り

出
生
す
る

方
便

の

用
に

は
、

諸
説
が

存
在
す
る

事
に

な

る
。

こ

の

為
諸
説
に

は
、

相
い

矛
盾
す
る

説
も
存
在
す
る

事
が

、

当
然
と

な
る

。
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答
う

、

正

観
論
に

云

わ
く、

諸
仏
或
は

我
と

説
き

、

或
は

無
我
と

説
き
た

ま

　

え
ど

も
、

諸
法
実
相
の

中
に

は

我
な

く
非
我
な
し

と。

又
応
に

諸
仏
は

或
は

　

仮
と

説

き、

或
は

非
仮
と

説
き
た
ま

え
ど
も、

諸
法
実
相
の

中
に

は、

仮
に

　

非
ず
非
仮
に

非
ず
と

も
云
う

べ

し
。

（

法
華
義
疏

、

巻
第
一

、

大
正
蔵
三

四

　

巻、

四
五
五

頁
中
）

こ

の

例
か

ら

判
る

様
に

、

吉
蔵
の

「

実
相
の

一

法
」

と
か

体
と
云

う
の

は
、

非
我
非
無
我

、

非
仮
非
非
仮
と

云

う

様
に

、

実
相
の

あ
り

方
は

無

名
相

、

絶
言
で

あ

り
、

思
惟
を

絶
し
た

も
の

と

云
う
意
味
で

あ
る

。

名

言
を

絶
し

た

実
相
の
一

法
よ

り
、

仮
り
に

名
言
に

よ

っ

て
、

我
と
か

無

我
と
か

と

云

う
諸
説
を

説
く

。

こ

の

故
に

諸
説
は

、

実
相
の
一

面
を

説

い

た

も
の

に

す
ぎ
ず

、

真
実
そ

の

も
の

で

も
な

け
れ

ぽ
、

絶
対
的
な

も

の

で

も
な
い

。

こ

れ

を

誤
っ

て

自
説
の

み
が

真
実
で

あ
り

絶
対
で

あ
る

と

固
執
す
る

か

ら
、

争
論
が

生
ず
る

と

吉
蔵
は

考
え
る

。

　

し

か

し

実
相
の
一

法
よ

り

出
生
し

た

不

完
全
な

名
言
に

よ
っ

て
、

自

説
の

み

正
し
い

と

絶
対
視
す
る

固
執
は

抜

く
し

か

な

い
。

先
に

示
し

た

ご

と

く、

有
に

執
す
る

者
の

為
に

は

空
と

説
き

、

又

空
に

執
す
る

者
の

為
に

は

有
と
説
き

、

非
有
非
空
の

真
実
の

あ
り
方
に

導
く

。

得
益

得
悟

す
る

諸
説
な

ら
ば

、

全
て

認
め

る

の

は
、

無
所
得
無
執
着
の

実
相
に

衆

生
を

導
く
為
で

あ
り

、

方
便
の

諸
説
に

本

意
が

あ
る

の

で

は

な
い

。

　

こ

の

仮
名
方

便
の

用
で

あ
る

諸
説
は

、

四

句
に

分
け
ら
れ

る
。

　

中
論
に

云
わ
く

、

諸
法
は

決
定
の

性
な
し、

仏
は

無
量
の

方
便
あ
り。

或
は

　
一

切
実
不

実
等
の

四

句
を

説
く
と

。

亦
応
に

云
う
ぺ

し
、

法
は

決
定
の

性

な

　

け
れ
ど

も
、

衆
生
に

随
う
が

故
に

、

或
は

見
不
見

等
の

四

句

を

説

く

と
。

吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

　
　
（

法
華
義
疏

、

巻
第
四

、

大
正
蔵
三
四

巻
、

五

〇
七

頁
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

23
）

　

即
ち

、

『

中
論
』

の

「

法
品
」

の

内
容
に

よ

り
、

衆
生
の

機
根

に

応

じ
て

、

無
量
の

方
便
の

諸
説
を

、

四

句
に

分
け
る

と
云

う
。

こ

れ
は

、

　

夫
れ
教
を

論
ず
れ
ば

、

四

句
に

は

出
で

ず
。

則
ち
四

句
に
一

切
の

言

教
を

摂

　

し

尽
す

。

（

中
観
論
疏

、

巻
第
八

末
、

大
正
蔵
四
二

巻
、

一

二

六

頁

下
）

と
、

四

句
が

全
て

の

場

合

を

包
括
す
る
か

ら
で

あ
る

。

成

仏
不

成
仏
の

事
も

、

吉
蔵
は

四

句
に

分
け

ら
れ

る

と

考
え
る

。

即
ち

、

法
華
教
を

聞

い

て
、

 
大
乗
の

人
が

そ
の

ま

ま

大
乗
を

信
じ
つ

づ

け

る
、

 
小
乗
の

人
が
大
乗
を

信
ず
る

様
に

な

る
。

 
大
乗
の

人
が
か
え
っ

て

小
乗
に

な

っ

て

し

ま

う
。

 
小
乗
の

人
が

そ
の

ま
ま

小
乗
に

い

つ

づ

け

る、

の

四

つ

で

あ
る

。

問
う、

何
の

因

縁
の

故
に

同
じ
く

小
乗
教
を

稾
く
る

も
、

法
華
を
聞
く
を
得

て

信

解
す
る

も
あ

り
、

聞
か

ざ
る

も
の

も
あ
り
や

。

答
う

、

四

句
を

具
す
べ

し
。

一

に

は

始
め

大
乗
を

習
学
し

終
に

も
亦
大
乗
を

聞
く

。

此
の

人
懸
に

信

ず
。

二

に

は

始
め

大
乗
を

習
い

中
ご

ろ

斯
の

意
を

忘
る

。

故
に

初
め

其
の

為

に

小
を

説
き
し

も

小
心

稱
改
ま
る

が

故
に

、

終
に

為
に

大
を
説
く

。

此
の

人

は

法
華
を

聞
い

て

亦
信
ず

。

三

に

は

本

大
乗
を

学
し

、

而
し

て

後
に

大
乗
を

説
く
を

聞
い

て

便
ち

退
い

て

小
を

取
る

。

大
品
の

六

十
の

菩
薩
羅
漢
と

成
る

が

如
し

。

又
涅
槃
経
に

自
っ

て

仏
性
あ

り
と

聞
く
と

雖
も

、

而
も
猶
羅
漢
と

成
る

。

此
を
以
て

之
を

例
す
る

に
、

法
華
を

聞
く
も

亦
羅
漢
と

成
る

も
の

あ

る
ぺ

し
。

此
の

如
き
人
は

、

大
を

聞
い

て

亦
信
ず
る

な
り

。

四

に

は

始
め

小

乗
を

学
び

て

終
に

大
を

説
く
を

聞
く、

此
の

人
多
く

信
を
生
ぜ

ざ
る

あ
り
。

其
の

小
乗
を

習
う

日
久
し

き
を

以
て、

若
し

大
乗
を

聞
く
も
其
の

本
心
に

乖

三

二

七
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吉
蔵
の

成
仏

不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

　

く
。

故
に

信
を

生
ぜ
ざ

る
な

り
。

（

法

華
義
疏

、

巻
第
三、

大
正
蔵
三

四

巻、

　

四

九
四

頁
上
−
中
）

こ

の

吉
蔵
の

四

句
分
別
を

、

大
乗
と

小
乗
を

大
小
矢
印
で

示

す

と
、

 

大
↓

大、

 
大
↓

小
↓

大
、

 
大
↓
小
↓

大
、

 
小
↓

小
で

あ
る

が
、

法
華
教
を

聞
い

た

場

合
で

の

例
で

あ

る

か

ら
、

 
大
↓

大
、

 
小
↓

大
、

 
大

↓

小
、

 
小
↓

小
に

云

う
の

で

あ
る

。

 
の

法
華
教
を

聞
い

て
、

大
乗
の

人
が

小
乗
に

な
る

証
明

法
は

、

般
若
経
や
涅

槃
経
中
に

、

菩
薩
が

羅
漢
に

な

る

経
証
が

あ
る

か

ら
、

法
華
教
で

も
そ

う
い

う
場
合

が

あ
っ

て

当

然
で

あ
る

、

と

云

う

論
理
で

あ
る

。

論
理
的
で

あ
る

な

ら

ぽ
、

法
華
を

聞
い

て

も
、

小
乗
が

大
乗
に

転
根
す
る

 
の

場
合
を

認
め

る

と

同
時
に

、

小
乗
が

そ
の

ま

ま

小
乗
で

い

つ

づ

け

る

 
の

場
合
も
認

め

な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。

実
相
の
一

法
よ

り

出
生
し

た

諸
説
を、

方
便

と
し
て

全
て

認
め

る

な
ら
ば

、

不

成
仏
を

説
く
経
典
が
存
在
し

よ

う
が

し

ま

い

が
、

論
理

的

要
請
に

よ

り
、

成
仏
も
不

成
仏
も

吉
蔵
は

主

張
し

な

け
れ
ば

な

ら
な
い

。

　
　
　
　
　
　

（
24
）

　

言

わ

れ
て

み

れ

ば
、

浄
影

寺
慧
遠
（

五

二

三

−
五

九
二
）

は

理

性
行
性

を

説
き

、

慧
遠
の

不
成
仏
の

考
え

が
、

吉
蔵
に

影
響
し

た

事
も
考
え

ら

れ

る
。

し

か

し

私
は

、

吉
蔵
が

不
成
仏
を

説
く

主

な
る

理

由
は

、

こ

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

25
）

体
用

論
に

依
る

も
の

と

思

う
。

三

論
の

二

諦
思

想
、

或
は

師
の

興
皇
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

26）

法
朗
（

五

〇
七

−
五

八
一
）

の

「

四

句
」

の

影
響

、

伝
承
と

考
え
る

。

又

体
用

論
の

伝
承
に

関
し

て
、

　

妙
に

二

種
あ
り

。

一

に

は

体
妙、

謂
く

非
一

非
三

言
忘
慮
絶
せ

り
。

二

に

は

三

二

八

　

用
妙

、

非
三

非
一
、

知
ら

ず
何
を

以
て

か

之
を

美
め

ん
。

昔
の

三

に

対
せ

ん

　

が

為
に

、

強
い

て

歎
じ
て
一

と

な

す
。

故
に、

註
法
華
経
に

云
わ

く
、

非
三

　

非
一

、

相
を

尽
す
を

妙
と

な
す。

非
大

非
小、

物
を

通
ず
る

を

法
と
な

す
な

　

り
と

。

蓋
し

是
れ

、

什
肇
の

旧

宗
に

し

て
、

今
の

新
釈
に

非

ざ

る

な

り
。

　

（

法
華
義
疏、

巻
第
三

、

大
正

蔵
三

四

巻
、

四

九
四

頁
下
）

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

追

註）

と、

羅
什
（

三

四

四

ー
四
一

三、

又
は

三

五

〇
i

四

〇
九
）

や

僧

肇
（

三

八

四

−
四
一

四
？

）

や

註
法
華
経
を

書冖

い

た

劉
乢
（

四
三

八

−
四

九
五
）

の

継
承
と

述
べ

て

い

る
。

吉
蔵
が
不

成
仏
を

認
め

る
の

は、

論
理
的

要
請

で

あ
り

、

吉
蔵
以
前
か

ら
す
で

に
、

三

論
の

思
想
中
に

あ
っ

た

と
思
わ

れ

る
。

以

上
に

よ

り

吉
蔵
に

は
、

論
理
的
に

云
っ

て
、

不

成
仏
説
が

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

の

で

あ
り

、

奥
野
主
張

は

不

完
全
な

論
法
と

考
え

る
。

結

　

言

　
吉
蔵
が

「

従
二

実
相
一

法一

出
二

一

切
教
こ

と
云

う
立

場
に

あ
る

か

ぎ
り

、

成
仏
説
も
不

成
仏
説
も

コ

切
教
」

の

中
に

含
ま

れ
、

共
に

認

め

な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。

こ

の

為
、

一

切
衆
生

皆
有
仏
性
と
云

う

成
仏

説
に

対
し

て

は
、

正
因
仏
性
に

相
応
さ

せ
、

一

切
衆
生
皆
成

仏
を

満
た

し

た
。

一

方
不

成
仏
説
に

対
し

て

は
、

縁
因
仏
性
に

相
応
さ

せ
、

法
華

一

乗
を

聞
き
菩
提
心

を

発
す
る
か

し

な
い

か

に

よ

り
、

成

仏
と
不

成
仏

が

成
立

す
る

と

考
え
た
。

五

千
の

増
上

慢
と

決
定
声
聞
は

、

法
華
教
を

聞
か

ず
菩
提
心

を

発
し

な
い

が

故
に

、

縁
因
仏
性
を

満
た

さ

ず
不

成
仏

と
な

る
。

常
不

軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
を

含
む

他
の

声
聞

等
は

、

正
因
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仏
性
の

上
に

更
に

縁
因
仏
性
を

も

満
た

す
が

故
に

、

成
仏
す

る

事
に

な

る
。

法

華
経
を

聞

き

信
じ

な

け
れ
ぽ

、

成
仏
出
来
な
い

。

　

吉
蔵
の

こ

の

正

因
・

縁
因
仏
性
の

考
え
は

、

法
相
の

理
仏

性
と

行
仏

　
　
　
　
　
（

27
）

性
に

似
て

お

り、

成
仏
不
成
仏
の

内
容
も
共
通
性
が

あ
る

。

従
来
法
相

の

み

不

成
仏
を

説
く

と

考
え

ら
れ
て

い

た
が

、

吉
蔵
に

も
同

じ

様
な

考

え
が

あ
っ

た

事
が

判
っ

た
。

法
相
以

前
に

吉
蔵
が

、

不

成
仏
説
を

説
く

事
を

証
明
す
る

必
要
性
が

生
じ

、

今
回
の

論
証
と

な
っ

た
。

た

ま

た

ま

奥
野
氏
の

論
文
が

出
、

こ

れ
に

答
え
る

必
要
が

あ
り
、

こ

れ

を

も
含
め

る

形
で

論
じ
た

。

奥
野
説
に

よ

り
、

私
も
大
変
啓
発
さ

れ
る

所
が

あ
っ

た
。

た

だ

私
が

今
持
っ

て

い

る

知
識
情
報
等
を

総
合
的
に

見
て
、

一

番

筋
が

通
る

現
時
点
で

の

仮
説
で

あ
り

、

更
に

御
批

判
を
願
う

。

　

所
で

吉
蔵
は

、

「

根
性
不

定
」

と
考
え
る

か

ら

決
定

声
聞
で

も

道
理

と
し
て

は
、

成
仏
可

能
と
考
え

る
。

そ
の

為
に

も
、

決
定
声
聞
と
云

え

ど

も

正

因
仏
性
が

あ

り
、

成

仏
す
る

可
能
性
は

持
た

せ

る
。

こ

の

点
は

法
相
の

理

性
行
性
と

似
る
の

で

あ
る

が
、

法
相
の

様
に

「

定
姓
」

と

云

う
考
え

は

な
い

。

不

成
仏
と

云

う

定
義
が

、

菩
薩
種

姓
が

な
い

事
、

即

ち

吉
蔵
の

云

う
正

因

仏
性
が

備
っ

て

い

な
い

事
を

云

う
な

ら
ば
、

吉
蔵

は
一

切
皆
成
仏
思

想
で

あ
る

。

吉
蔵
の

云

う

不

成

仏
は

、

縁
因
仏
性
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
28）

ち

法
相
の

云

う

行
仏

性
が

、

決
定
声
聞

等
に

は

な
い

事
で

あ

る
。

　

今
回
は

「

実
相
の
一

法
よ

り
一

切
の

教
を

出
だ

す
」

と
云

う

体
よ

り

用
へ

の
、

出
生
の

内
容
に

つ

い

て

論
じ
た

。

次
回

は
、

用
か

ら

体
へ

の

収
入
に

つ

い

て

の

吉
蔵
の

考
え

を
、

論
述
出
来
れ
ぽ

と

考
え
て

い

る
。

吉
蔵
の

成
仏
不
成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

註
（

1
）

　
駒
沢
大
学

仏
教
学
部

研
究
紀
要

、

第
四

五

号、

昭
和
六

二

年
三

月

（

2
）

　

駒
沢
大
学

仏
教
学
部

論
集

、

第
十
八

号
、

昭
和
六

二

年
十

月

（

3
）

　
駒
沢
大
学

仏
教
学
部

研
究
紀
要

、

第
四

六

号、

昭
和
六

三

年
三

月

（

4
）

　

駒
沢
大
学

仏
教
学
部

論
集

、

第
十
八

号
、

昭
和
六

二

年
十

月

（

5
）

　

註
2
の

拙
論
の

結
論
で、

今
後
の

問

題
と
し

た

内
容
で

あ
る

。

（

6
）

　
駒
沢
大
学

仏
教
学
部

論
集

、

第
十
五

号
、

昭
和
五

九

年
十

月

（

7
）

　
駒
沢
大
学

仏
教
学
部

論
集

、

第
十
六

号
、

昭
和
六

十
年
十
月

、

又

奥

　
　
野

註
4
論
文
の

註
13
参
照

。

（

8
）

　
曹
洞
宗
研
究
紀
要

、

第
十
八

号
、

昭

和
六
一

年
十
一

月

（

9
）

　
た
だ
し

吉
蔵
は

、

諸
説
並
記
す
る
の

み

の

場
合
が

あ
る

。

例
え

ば
拙

　
　
論
註
3
中
で

論
じ

た

「

六、

四

種
授
記
と

階
位
」

の

授
記
で

あ
る

（

一

　
　
二

七

頁
−
一

三

〇
頁
）

。

吉
蔵
は

南

方
旧

説
と

北
方
論

師
説
の

二

説

に

　
　
対
し
、

「

評
日

、

皆
有
三
一

義一
」

と
二

説

認
め
る

。

こ

れ
は

と

も
に

出
典

　
　
が

あ
る

為
で

あ
る

。

又

出
典
根
拠
が

そ
れ

ぞ
れ

あ
り

、

ま
だ

諸
説
を

会

　
　
通
出
来
な

い

場
合
に
、

吉
蔵
が
そ
の

ま
ま

無
理
に

決
定
せ

ず
に

、

保
留

　
　
す
る

内
容
が

あ
っ

た

様
に

記
憶
す
る
が、

ど
こ

で

あ
る
か

忘
失
し

た
。

（

10
）

奥
野
註
4

論
文、

三

八

二

頁
下

、

又

奥
野
同

論
の

註
25
に

は
、

「

筆

　
　
者
よ

り

す
れ
ば、

物
事
を

多
面
的

角
度
か

ら
み

る

吉
蔵
に

あ
っ

て

は
、

　
　
相
い

矛
盾
す
る

説
を

と

も
に

容
認
し

て

い

る
よ
う
に

見
え
る

が
、

そ
の

　
　
い

ず
れ
か

に

ウ

エ

ー

ト

を
か

け
て

い

る
の

で

あ
り、

そ
こ

に

吉
蔵
の

主

　
　
張
が

み
ら

れ
る

も
の

と

考
え
て

い

る
。

本
稿
は

ま
さ

に

そ
う
し

た

方
向

　
　
性
を

示
し

た

か

っ

た

の

で

あ
る

」

（

三
八

六
頁

下
）

と
も

述
べ

る
。

（

11
）

拙
論
註
1

「

五

決
定
声
聞
と

増
上

慢
声
聞
」

（

二

八

六

頁
下

1
二

八

　
　
八

頁
下
）

参
照

。

三

二

九
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吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

（

12
）

　
一

闡
提
に

関
し

て

は
、

拙
論
註
3
「

四
、

吉
蔵

の

一

闡

提
」

（

＝
一

　
　
三

頁
上

−

＝
一
四

頁
下
）

参
照

。

（

13
）

　
拙
論
註
1

「

二
、

根
性

不

定
」

（

二

七
八

頁
下

−
二

八

〇
頁
上
）

参

　
　
照

。

（

14
）

　
奥
野
註
4
論
文
（

三

七
五

頁
下

−
三

七
六

頁
下
）

参
照。

（

15
）

　
保
坂
玉

泉
「

五

姓
各
別
と

成
仏

不
成
仏
の

問
題
」

駒
沢
大
学

研
究
紀

　
　
要

、

第
十
六

号
、

昭
和
三

三

年
三

月
参
照

。

（

16
）

　
拙
論
註
3
「

五
、

正

因

門
授
記

と

縁
因

門
授
記
」

（

＝
一
五

頁
上
−

　
　
一

三

七

頁

下
）

参
照

。

（

17
）

　
大
正
蔵

九
巻

、

七

頁
上

参
照

。

（

18
）

人
天
の

成

仏
に

関
し
て

は
、

拙
論
註
3

「

三
、

人
天

の

成
仏
」

（

一

　
　
二

〇
頁
下
−

＝
一
三

頁
上
）

参
照

。

（

19
）

　
吉
蔵
が

得
益
得
悟
す
る

説
な
ら
ば

、

全
て

認
め

る

事
に

関
し

て

は、

　
　
拙
論
註
6

「

六
、

唯
悟
為
宗
」

（

二

六

七

頁
上

−
二

六

八

頁
下
）

参
照

。

（

20
）

　
大
正

蔵
十
四

巻
、

五
五

三

頁
中

−
五

五

四

頁
下

。

（

21
）

註
6

（

22
）

註
7

（

23
）

　
「

答
日

、

諸
仏
無
量
方
便
力

、

諸
法
無
二

決
定
相嚇

為
レ

度
二

衆
生
（

或

　
　
己
　
　一
　

〇
7一→ 
、
　

2
皀
　
　’
　

σ一
、

　
＝吻
こ

、

　

監
う

」

　

　’
　

ワ
7
ミ一
、

　−一
二
、

　

匙
歪
　
　一
　
冂
」
ヒ
ト

　
　
訂
二

一

七
q
ヲ一
　【
身

謬
二

［

七
司
凵

ヲ一
　一
厚

訂
二

　一

歩
d
ヲ

耳
弓
フ一
　
司

男

訂
二

一

 
→

ヲ

　
　
実
非
不

実
己

（

大
正
蔵
三

〇
巻

、

二

五

頁
上

、

巻
第
三
）

（

24
）

　
本
学
の

吉
津
宜

英
教
授
が
、

私
の

「

吉
蔵
の

成

仏
不
成

仏
観
（

二
）

」

　
　
を

読
ま
れ

、

「

…

…
実
は

浄
影
寺
慧
遠
な

ど
も
一

見
涅
槃
経
に

基
い

て
、

　
　
一

切
衆
生
悉
有
仏
性
を
言
い
、

一

闡

提
で

す
ら
成

仏
す
る
よ

う
に

思

わ

　
　
れ
ま

す
が

、

よ

く
読
む
と
一

闡
提
は

不
成
仏
と

し

て

い

る
の

で

す
ね

。

　
　
私
は

引
用
関
係
も

あ
る
の

で
、

慧
遠
−
基
の

関
係
の

重
要
性
を

考
え
て

三

三

〇

　
　
お

り
ま
し

た
が、

御
説
の

よ

う
に

吉
蔵
−
基
の

関

係
は

大

き

い

で

す

　
　
ね

。

…
…

」

と
云
う

御
教
示
を

手
紙
に

て

い

た
だ

い

た

（

昭
和
六

三

年

　
　
二

月
二

四
日

付
け
）

。

（

25
）

　
吉
蔵
の

二

諦
思
想
の

淵
源
は、

「

摂
嶺

、

興
皇
よ

り
の

相
承

説

で

あ

　
　
っ

て
、

三

論
学
派
の

伝

統
的
主
張
で

あ
る

こ

と

を

意
味
し

て

い

る
」

　
　
（

平
井
俊
栄
著
『

中
国

般
若
思
想
史
研
究
』

第
三

節
、

約
教
二

諦
の

根

　
　
本

構
造、

一

吉
蔵
二

諦

説
成
立
の

背
景

、

四
五

八

頁
、

春
秋
社
）

と
の

　
　
指
摘
あ
り

。

（

26
）

　
拙
論
註
7
「

四
、

四

句
」

「

五
、

四

句
の

朗
」

（

三
一

〇
頁
下

ー
ゴ

＝

　
　
三

頁
下
）

参
照。

（

27
）

拙
論
註
3

「

七、

理

仏
性

・

行
仏
性

と

正

因

仏
性
・

縁
因

仏

性
」

　
　
（

二
二

〇
頁
下
i
＝
三
二

頁
上
）

、

又
保
坂
玉

泉
註
15
論
文、

或

は

横

　
　
超

慧
日

「

法
華
経
を
め

ぐ
る

仏
性
論
争
」

仏
教
思
想
史
4
、

一

九
八
一

　
　
（

昭
和
五

六
）

年
十
二

月、

平
楽
寺
書
店
の

「

四、

慈
恩
大
師
窺
基
の

　
　
一

乗
解
釈
」

（

二

九

頁
ー

三

二

頁
）

を

参
照

。

（

28
）

横
超
註
27

同
論
中
に

、

「

…
…

法
華
論
の

中
に

は
趣
寂
の

者
及
び

増

　
　
上

慢
は

根
未
熟
の

故
に

仏
が

授
記
さ
れ

な
か
っ

た
と

あ
る

け
れ
ど

も
、

　
　
正

確
に

言

え
ば
趣
寂
の

者
は

根
不
熟
の

故
に

授
記
せ

ら
れ

ず
、

増
上

慢

　
　
）
乙

ヨ

」
− 
二

 

曳
）

こ
ρ
；
ξ
−

」

く．
し

に

、

）

二
ρ
：
「
蓴

｝

ミ

ヒ

冬

 

　’
ご

か

「

　
　
σ一

毫
に

粧
4
コ

鼻
σ
∴

部

k
彝
曹

司

暑

オ
オ
カ
リ

オ
〜
耄
夛、

♂

き
マ

　

＝
丸

超

　
　
の

区
別
を

立
て

ず
に

未
の

語
で

両
者
を

兼
ね

た
の

に

過
ぎ
ぬ

と
い

う
。

　
　
こ

れ

が
窺
基
の

説
で

あ
る

。

…

…

窺
基
の

こ

の

説
に

よ

れ
ば

、

菩
提
心

　
　
を

発
し

た

不
定
種
姓
の

声
聞
だ

け
が

成
仏
の

授
記
を

受
け、

決
定
姓
の

　
　
声
聞
即
ち

大
乗
の

姓
な

き
者
は

法
華
経
に

由
る

と

雖
も
成

仏
す
る

如
き

　
　
こ

と

は

絶
対
に

有
り

得
な

い

と
い

う
の

で

あ
っ

た
」

（

ゴ

＝

頁
−

三
二

　
　
頁
）

と、

「

決
定
姓
の

声
聞
即
ち

大
乗
の

姓
な

き
者
」

と

述
べ

ら

れ

て
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

い

る
。

こ

の

点
に

関
し
て

又
、

松
本
史
朗
「

唯
識
派
の
一

乗
思
想
に

つ

い

て
l
−

一

乗
思

想
の

研
究
（

∬
）

」

中
に

は、

「

さ

て
、

本

項
の

課
題

は、

小
乗
か

ら

大
乗
に

転
向
す
る
も
の

、

即
ち

廻
向
菩
提
声
聞
と
は
一

体
何
な

の

か
、

即
ち、

彼
は

声
聞
の

種
姓
を

も
つ

の

か
、

そ
れ

と

も
菩

薩
の

種
姓
を
も
つ

の

か
、

と
い

う
こ

と

を

究
明
す
る

こ

と
で

あ
っ

た
。

も
し

廻

向
菩
提

声
聞
が

声
聞
の

種
姓

を
も
つ

と

す
れ
ぽ

、

三

乗
各

別
・

声
聞
不

成
仏
と
い

う
唯
識
派
の

基
本

的
立
場
が

崩
れ
て

し

ま
う
。

従
っ

て、

廻
向
菩
提
声
聞
と

は

実
は

菩
薩
で

あ
る

。

即
ち、

菩
薩
の

種

姓
を

も
つ

、

」

（

駒
沢

大
学
仏
教

学
部
論
集

、

第
十
三

号、

昭
和
五

七

年

十

月、

二

九
七

頁
等
）

と
、

廻
向
菩
提
の

声
聞
は

、

菩
薩
種
姓
で

あ
る
と

論
じ

ら
れ
る

。

こ

の

点
吉
蔵
は

、

全
て

の

衆
生
に

仏

性
が

有
る

、

即
ち

正
因

仏
性
が

あ
り、

成
仏

す
る
か

し

な
い

か
は

、

法
華
を

信
ず
る

か

し

な
い

か

で

あ
る

と
考
え
て

い

る
。

こ

の

為
横
超
博
士
の

述
べ

ら

れ

る

「

決

定
姓
の

声
聞
即
ち

大
乗
の

姓
な

き
者
は

、

法
華
経
に

由
る

と

雖
も

成
仏
す
る

如
き
こ

と
は

絶
対
に

有
り

得
な
い
」

と
い

う
法
相
の

考
え
と

は

異
な

る
。

即
ち

吉
蔵
は

決
定
声
聞
と
云

え
ど

も
法
華
を

聞
き
信
ず
れ

ば
、

成
仏
出
来
る

と

考
え
る

。

し

か

し

そ
う
で

あ
っ

て

も
五

千
の

ご

と

き
増
上
慢
は、

法
華
を

信
じ
よ

う
と
し

な
い

が

故
に、

正
因
門
授
記
も

出
来
ず

、

こ

の

故
に

菩
提
心
を

発
し

て

縁
因

仏
性
を

満
足
し
よ

う
が
な

い

が

故
に、

成
仏
の

機
会
が
な
い

と

考
え
る

。

　
尚
蛇
足
と

な
る
が、

横
超
博
士

に

よ

れ
ぽ、

法
相
は

、

　
「

…

…
即
ち

仏
は

決
定
声
聞
に

授
記
さ

れ
な
か

っ

た
が

、

菩
薩
が

現
に

授
記
し

て

い

る
で

は

な
い

か
。

窺
基
は

こ

れ
に

対
し
て

、

常
不

菩
薩
は

如
何
に

も
授

記
し

て

お

り
そ
の

対
象
の

中
か

ら
決
定
声
聞
も
漏
れ
る

も
の

で

は

な
い

け
れ
ど
：・
…

」

（

註
27
同
論
三

二

頁
）

と
、

常
不
軽
所
対
の

増

上

慢

の

吉
蔵
の

成
仏
不

成
仏
観
（

四
）

（

末
光
）

　
　
中
に

、

決
定
声
聞
も
含
ま
れ

る
と

説
か

れ
る

。

し
か

し

吉

蔵

の

場

合

　
　
は、

三

種
人
の

増
上

慢
の

定
義
か

ら
す
れ
ば、

そ
れ
ぞ
れ

区
別

す
べ

き

　
　
で

あ
る

。

即

ち
常
不
軽
菩
薩
所
対
の

増
上

慢
の

中
に

は
、

五

千
の

増
上

　
　
慢
や
決
定
声
聞
は

含
む
べ

き
で

は

な
い

。

も
し

「

得
聞

経
亦
得
授
記
」

　
　
の

常
不

軽
所
対
の

増
上
慢
の

中
に

も
含

む
と

考
え
る

な

ら
ぽ

、

そ
れ
は

　
　
も
は

や

「

不

得
聞
経
不

得
授
記
」

「

得
聞
不

得
授
記
」

の

増
上
慢

の

定

　
　
義
で

は

な
い

こ

と
に

な

る
。

（

追
註
）

　
伊
藤
隆
寿
「

六

朝
仏
教
思

想
史
研

究
ー
道
の

普
遍

性
と
空

思
想
の

　
　
受
容
1

」

（

『

私
学
研
修
』

第
一
一

〇
号

、

一

九
八

八

年
七

月

三

三

頁

　
　
等
）

参
照

。

三
＝

＝
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